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JA能美のイベントで

※気になる方はp10へGO！

ナガシマスパーランドへ
行こう！

楽しい思い出
作ろう！！



2牡羊座（3.21～4.19） JAN－ジャン－  2019.7牡牛座（4.20～5.20）3 JAN－ジャン－  2019.7
【全体運】レジャー運良好。気の合う仲間たちと出掛ければ、わくわくうれしい発見あり。実力発揮のチャンスがある予感
【健康運】エネルギッシュ。スポーツイベントが吉【幸運の食べ物】新ショウガ

【全体運】「親しき仲にも礼儀あり」を肝に銘じたい時期。特に家族に口うるさくするのは避けて。開運には部屋の掃除を
【健康運】胃腸に優しい食事にすると体調に好影響【幸運の食べ物】キュウリ

　令
和
元
年
6
月
22
日（
土
）午
後
1
時
30
分
よ
り
、
能
美
市
辰
口
福

祉
会
館
交
流
ホ
ー
ル
で『
第
21
回
J
A
能
美
　通
常
総
代
会
』を
開
催

し
ま
し
た
。

　当
日
は
本
人
出
席
3
0
4
名
・
代
理
人
出
席
3
名
・
書
面
議
決
書

1
0
8
名
の
出
席
者
が
確
認
さ
れ
、
当
日
現
在
の
総
代
総
数
5
2
7

名
に
対
し
て
、
定
款
に
規
定
す
る
過
半
数
を
超
え
、
こ
の
通
常
総
代

会
が
成
立
し
会
議
が
進
め
ら
れ
ま
し
た
。

　議
案
審
議
に
先
立
ち
、
支
店
運
営
功
労
者
・
優
良
生
産
組
合
・
大

豆
高
生
産
技
術
共
進
会
の
各
種
表
彰
を
行
い
ま
し
た
。

　引
き
続
き
川
向
副
組
合
長
が
開
会
の
言
葉
を
述
べ
た
後
、
土
井
代

表
理
事
組
合
長
が
次
の
よ
う
に
挨
拶
を
行
い
ま
し
た
。

　
本
日
は
、
第
二
十
一回
通
常
総
代
会
を
開
催
い
た
し
ま
し
た
と
こ
ろ
、

総
代
の
皆
様
に
は
、
何
か
と
ご
多
用
な
中
ご
出
席
を
賜
り
、
厚
く
お
礼

を
申
し
上
げ
ま
す
。

　
ま
た
、
総
代
各
位
を
は
じ
め
組
合
員
の
皆
様
に
は
、
平
素
よ
り
、

J
A
能
美
の
各
事
業
に
ご
理
解
と
ご
協
力
を
い
た
だ
い
て
お
り
ま
す
こ
と

を
、
こ
の
場
を
お
借
り
し
高
い
と
こ
ろ
で
は
あ
り
ま
す
が
、
重
ね
て
御

礼
を
申
し
上
げ
る
次
第
で
ご
ざ
い
ま
す
。

　
本
年
4
月
を
も
って
平
成
の
時
代
が
幕
を
閉
じ
ま
し
た
。
顧
み
ま
す

と
平
成
の
30
年
間
は
社
会
、
経
済
は
も
と
よ
り
、
私
た
ち
農
業
界
に
と

って
も
激
動
の
時
代
で
あ
り
ま
し
た
。
牛
肉
、
オ
レ
ン
ジ
の
市
場
開
放
に

始
ま
り
、
平
成
5
年
の
ガ
ッ
ト
農
業
交
渉
の
合
意
に
よ
る
米
の
部
分
開

放
、
平
成
7
年
の
食
管
法
の
廃
止
に
よ
る
米
の
流
通
自
由
化
、
減
反
政

策
の
廃
止
、
更
に
平
成
28
年
4
月
に
は
農
業
協
同
組
合
の
法
的
根
拠
で

あ
る
農
協
法
の
大
幅
な
改
正
等
、
正
に
政
府
の
政
策
が「
貿
易
の
自
由

化
」「
規
制
緩
和
」「
大
規
模
化
」の
3
つ
の
キ
ー
ワ
ー
ド
に
絞
ら
れ
進
め
ら

れ
て
き
ま
し
た
。

　
さ
て
、
平
成
30
年
度
に
於
け
る
農
業
、
J
A
を
取
り
巻
く
情
勢
で
は
、

貿
易
交
渉
が
矢
継
ぎ
早
に
合
意
さ
れ
、
T
P
P
11
や
E
U
と
の

E
P
A（
経
済
連
携
協
定
）が
発
効
し
、そ
の
影
響
さ
え
見
え
な
い
ま
ま
、

4
月
に
は
日
米
貿
易
協
定
交
渉
が
開
始
さ
れ
ま
し
た
。「
持
続
可
能
な

農
業
生
産
」や
先
進
国
の
中
で
極
端
に
低
い「
食
料
自
給
率
と
食
料
安

保
」と
いっ
た
本
来
国
家
的
な
課
題
に
つい
て
何
ら
議
論
も
な
さ
れ
な
い
ま

ま
合
意
さ
れ
る
こ
と
は
あ
って
は
な
ら
な
い
こ
と
で
、
農
家
組
合
員
と
と

も
に
J
A
グ
ル
ー
プ
が一体
と
な
り
、
国
民
への
理
解
を
広
げ
、
国
内
農

業
を
守
り
抜
か
ね
ば
な
り
ま
せ
ん
。

　
一方
、
J
A
改
革
で
は
本
年
3
月
に
第
28
回
J
A
全
国
大
会
が
開
催

さ
れ
、
J
A
グ
ル
ー
プ
の
指
針
と
し
た「
食
と
農
を
基
軸
と
し
て
、
地
域

に
根
ざ
し
た
協
同
組
合
」の
実
現
に
向
け
、「
創
造
的
自
己
改
革
の
実
践
」

を
テ
ー
マ
に「
持
続
可
能
な
農
業
の
実
現
」「
豊
か
で
暮
ら
し
や
す
い
地
域

社
会
の
実
現
」「
協
同
組
合
と
し
て
の
役
割
発
揮
」を
3
つ
の
基
本
目
標

と
し
て
取
り
組
む
こ
と
を
決
議
し
ま
し
た
。

　
私
た
ち
J
A
能
美
で
も
本
総
代
会
に
議
案
提
出
致
し
ま
し
た
第
7

次
中
期
経
営
計
画
を
確
実
に
進
め
て
い
く
こ
と
が
、
正
に
全
国
大
会
の

テ
ー
マ
で
あ
る「
創
造
的
自
己
改
革
の
実
践
」で
あ
る
と
考
え
て
い
ま
す
。

　
更
に
は
政
府
の
規
制
改
革
推
進
会
議
の
提
言
で
あ
っ
た「
信
用
事
業
の

分
離
、
代
理
店
化
」や「
准
組
合
員
の
利
用
規
制
」に
つい
て
は
J
A
の
営

農
活
動
の
継
続
や
地
域
に
根
ざ
し
た
協
同
組
合
で
在
り
続
け
る
為
に
全

組
合
員
が
ひ
と
し
く
利
用
可
能
な
総
合
事
業
の
堅
持
が
不
可
欠
で
あ
り

ま
す
。
組
合
員
の
組
織
で
あ
る
農
業
協
同
組
合
の
在
る
べ
き
姿
は「
組

合
員
が
決
め
る
」こ
と
で
あ
り
、
こ
の
こ
と
は
組
合
員
の
皆
様
全
員
に
実

施
さ
せ
て
い
た
だ
い
た「
J
A
自
己
改
革
に
関
す
る
ア
ン
ケ
ー
ト
」で
も
ご

理
解
を
い
た
だ
い
て
い
る
と
こ
ろ
で
す
。

　
こ
う
し
た
中
、
農
協
法
改
正
に
よ
り
、
農
協
中
央
会
は
本
年
9
月

を
期
限
に
連
合
会
へ
と
組
織
移
行
し
、
公
認
会
計
士
監
査
も
実
施
さ
れ

ま
す
。
平
成
30
年
度
は「
農
業
者
の
所
得
増
大
」「
農
業
生
産
の
拡
大
」

「
地
域
の
活
性
化
」の
目
標
を
掲
げ
た
第
6
次
中
期
経
営
計
画
の
最
終

年
度
と
し
て
取
り
組
ん
だ
結
果
、
確
実
な
成
果
も
得
る
こ
と
が
で
き
ま

し
た
。

　
事
業
活
動
の
成
果
と
し
ま
し
て
は
、
当
期
剰
余
金
で
当
初
計
画
を
概

ね
確
保
で
き
る
実
績
と
な
り
ま
し
た
。

　
こ
の
皆
様
の
ご
協
力
、
ご
理
解
で
い
た
だ
い
た
成
果
に
つ
き
ま
し
て
は
、

J
A
改
革
を
進
め
て
行
く
な
か
、
第
6
次
中
期
経
営
計
画（
平
成
28
年

度
〜
平
成
30
年
度
）を
特
別
対
策
期
間
と
し
て
、
地
域
農
業
の
持
続
的

発
展
や
生
活
活
動
を
支
援
す
る
こ
と
を
目
的
に
財
務
基
盤
の
強
化
と
併

せ
、
目
に
見
え
る
形
で
応
え
る
べ
く
、
事
業
分
量
配
当
で「
主
食
用
米

の
出
荷
」「
大
型
農
機
の
購
入
」「
自
動
車
の
購
入
」に
対
し
て
お
返
し
す

る
事
で
、
今
総
代
会
で
も
提
案
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　
い
ず
れ
に
し
ま
し
て
も
皆
様
の
ご
利
用
、
ご
支
援
の
賜
と
重
ね
て
心
よ

り
感
謝
申
し
上
げ
る
次
第
で
す
。

　
迎
え
た
令
和
元
年
度
も
、
営
農
部
門
で
は
農
地
フ
ル
活
用
に
よ
る
生

産
振
興
と
販
売
力
の
強
化
、「
産
地
づ
く
り
」に
よ
る
農
業
生
産
の
拡
大
、

担
い
手
の
育
成
・
支
援
、
農
業
への
理
解
促
進
、
農
産
物
の
消
費
拡
大

な
ど
に
、
農
業
者
と
と
も
に
強
力
に
取
り
組
み
、「
食
と
農
」を
軸
に「
安

全
・
安
心
」「
豊
か
で
暮
ら
し
や
す
い
」地
域
社
会
の
実
現
に
向
け
活
動

を
展
開
し
て
ま
い
り
ま
す
。

　
ま
た
、
地
域
の
皆
様
に
愛
さ
れ
て
い
る
J
A
グ
リ
ー
ン「
能
美
の
市
」で

は
、
園
芸
作
物
等
の
出
荷
生
産
者
の
育
成
と「
安
全
・
安
心
」な
農
産

物
の
供
給
、
6
次
産
業
・
加
工
部
門
で
は
管
内
農
産
物
の
加
工
品
開

発
に
取
り
組
む
と
と
も
に
、
園
芸
作
物
の
調
理
法
の
発
信
と
あ
わ
せ
、

地
産
地
消
に
取
り
組
ん
で
ま
い
り
ま
す
。

　
経
済
・
信
用
・
共
済
部
門
で
は
総
合
事
業
の
強
み
を
十
分
に
活
か
し

て「
食
と
農
」を
基
軸
と
し
て
組
合
員
・
利
用
者
の
皆
様
の
多
様
な
ニ
ー

ズ
に
的
確
に
応
え
る
た
め
、
よ
り
求
め
ら
れ
る
提
案
・
相
談
機
能
を
充

実
し
、
豊
か
で
暮
ら
し
や
す
い
地
域
社
会
実
現
の
た
め
の
役
割
を
担
って

ま
い
り
ま
す
。

　
J
A
能
美
が
組
合
員
・
利
用
者
の
皆
様
か
ら
必
要
と
さ
れ
る
組
織
で

あ
る
た
め
に
、
全
事
業
活
動
を
通
し
て
持
続
可
能
な
経
営
基
盤
の
強
化

を
図
り
、
地
域
に
貢
献
す
る
協
同
組
合
の
確
立
、
地
域
に
根
ざ
し
た
協

同
組
合
活
動
を
支
え
る
人
材
育
成
に
努
め
ま
す
。

　
合
わ
せ
て
、
青
壮
年
部
・
女
性
部
な
ど
地
域
活
動
の
展
開
で
組
合

員
の
皆
様
や
地
域
の
方
々
と
の
交
流
を
深
め
、
皆
様
の
貴
重
な
意
見
を

J
A
運
営
に
反
映
す
る
こ
と
で
参
加
・
参
画
活
動
を
進
め
て
ま
い
り
ま

す
。

　
更
に
は
持
続
可
能
な
農
業
の
実
現
に
も
つ
な
げ
る
第
38
次
J
A
グ
ル

ー
プ
石
川
基
本
戦
略
の
柱
で
も
あ
る
広
域
合
併
に
よ
る
経
営
基
盤
の
強

化
も
真
摯
に
取
り
組
ん
で
ま
い
り
ま
す
。

　
最
後
に
な
り
ま
し
た
が
、
組
合
員
の
皆
様
に
お
か
れ
ま
し
て
は
、

J
A
能
美
に
変
わ
ら
ぬ
ご
支
援
を
賜
り
ま
す
よ
う
お
願
い
申
し
上
げ
る

と
と
も
に
、
皆
様
と
ご
家
族
の
さ
ら
な
る
ご
繁
栄
を
祈
念
申
し
上
げ
、

ご
挨
拶
と
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

　こ
の
後
に
、
寺
井
支
店
総
代
の
中
田 

慶
志
朗
氏
が
議
長
に
選
出
さ

れ
議
案
審
議
に
移
り
ま
し
た
。
第
1
号
議
案
か
ら
第
6
号
議
案
ま
で

審
議
さ
れ
、
全
議
案
原
案
通
り
可
決
・
決
定
さ
れ
ま
し
た
。

第
1
号
議
案

　
平
成
30
年
度
事
業
報
告
及
び
剰
余
金
処
分
案
承
認
の
件

第
2
号
議
案

　
第
7
次
中
期
経
営
計
画
案
承
認
の
件

第
3
号
議
案

　
令
和
元
年
度
事
業
計
画
案
承
認
の
件

第
4
号
議
案

　
定
款
の一部
変
更
の
件

第
5
号
議
案

　
会
計
監
査
人
選
任
の
件

第
6
号
議
案

　
令
和
元
年
度
に
お
け
る
理
事
及
び
監
事
の
報
酬
に
関
す
る
件

報
告
事
項
1

　
平
成
30
年
度
貸
借
対
照
表
、
損
益
計
算
書
、
注
記
表
、
附
属
明
細

書
並
び
に
全
国
中
央
会
及
び
監
事
の
監
査
報
告
の
件
　
　

報
告
事
項
2

　
J
A
バン
ク
基
本
方
針
の
変
更
の
件

　総
代
会
及
び
支
店
説
明
会
で
、
総
代
、
組
合
員
の
皆
様
よ
り
頂
き

ま
し
た
主
な
ご
意
見
・
ご
質
問
と
そ
の
回
答
に
つ
い
て
は
以
下
の
と
お

り
で
す
。

　営
農
部
門

■
意
見・質
問
① 

… 

カ
ラ
ス
が
麦
田
を
荒
ら
す
被
害
が
あ
っ
た
が
、
大

麦
生
産
拡
大
の
取
り
組
み
と
合
わ
せ
、
カ
ラ
ス
の
被
害
対
策
の
要
望
が

あ
り
、

〔
回
答
と
し
て
〕
　現
状
の
農
作
物
の
鳥
獣
被
害
対
策
に
つ
い
て
は
、
イ

ノ
シ
シ
・
ニ
ホ
ン
シ
カ
な
ど
、
深
刻
か
つ
早
急
に
対
策
が
必
要
な
も
の
に

限
ら
れ
て
い
る
た
め
、
他
の
鳥
獣
被
害
対
策
と
合
わ
せ
、
今
後
の
検
討

課
題
と
さ
せ
て
頂
く
こ
と
で
ご
理
解
を
頂
き
ま
し
た
。

■
意
見・質
問
② 

… 

大
麦
収
穫
後
の
麦
わ
ら
を
焼
却
す
る
行
為
に
つ

い
て
、
煙
や
匂
い
等
、
地
域
環
境
への
悪
影
響
が 

問
題
視
さ
れ
て
い
る
が
、

J
A
と
し
て
、
モ
ア
に
よ
る
麦
わ
ら
、
麦
株
の
粉
砕
化
な
ど
、
麦
わ
ら

焼
却
の
代
替
処
置
を 
推
奨
す
る
考
え
方
は
な
い
か
、と
の
質
問
が
あ
り
、

〔
回
答
と
し
て
〕
　当
J
A
で
は
平
成
27
年
か
ら「
麦
・
大
豆
の
本
作
化

推
進
方
策
」と
し
て
、
J
A
独
自
で
生
産
者
の
機
械
導
入
助
成
事
業
を

行
っ
て
お
り
、
モ
ア
を
助
成
対
象
と
す
る
こ
と
も
含
め
て
、
代
替
方
策

を
検
討
さ
せ
て
頂
く
こ
と
で
、
ご
理
解
を
頂
き
ま
し
た
。

　経
済
部
門

■
意
見・質
問 

… 

J
A
グ
リ
ー
ン
能
美
に
つ
い
て
、
3
年
前
の
平
成
28

年
度
か
ら
売
上
高
が
頭
打
ち
に
な
って
い
る
中
、
第
7
次
の
3
ヵ
年
計
画

で
は
売
り
上
げ
を
増
加
さ
せ
る
計
画
と
な
っ
て
い
る
が
、
具
体
的
な
方

策
は
何
か
、
と
の
質
問
が
あ
り
、

〔
回
答
と
し
て
〕
　J
A
グ
リ
ー
ン
能
美
で
は
、
地
元
の
生
産
者
が
作
っ
た

新
鮮
で
良
質
な
野
菜
な
ど
を
地
域
の
皆
さ
ん
に
消
費
し
て
頂
く
、
産
直

型
店
舗
運
営
を
地
道
に
続
け
、
業
績
向
上
に
繋
げ
て
い
く
こ
と
を
ご
説

明
し
、
ご
理
解
を
頂
き
ま
し
た
。

　経
営
企
画
部
門

■
意
見・質
問
① 

… 

広
域
合
併
を
基
本
と
し
た
組
織
整
備
に
取
り
組

む
と
あ
る
が
、
J
A
能
美
と
し
て 

今
後
広
域
合
併
に
対
し
、
ど
の
よ

う
な
姿
勢
で
取
り
組
ん
で
い
く
の
か
、
ま
た
さ
ら
に
、
こ
れ
以
上
の
支
店

な
ど
の
統
廃
合
は
あ
る
の
か
、
と
の
質
問
が
あ
り
、

〔
回
答
と
し
て
〕
　将
来
に
わ
た
っ
て
、
総
合
事
業
に
よ
る
組
合
員
サ
ー

ビ
ス
を
維
持
で
き
る
経
営
基
盤
を
確
立
し
、
地
域
に
根
ざ
し
地
域
に
必

要
と
さ
れ
る
協
同
組
合
の
堅
持
と
い
う
姿
勢
で
、
取
り
組
ん
で
行
く
こ

と
を
ご
説
明
し
ま
し
た
。

　
ま
た
、
合
併
に
伴
う 

支
店
・
施
設
等
の
統
廃
合
に
つ
い
て
は
、
前
の

統
廃
合
で
十
分
に 

効
率
化
・
集
約
化
が
な
さ
れ
て
い
る
と
、
考
え
て
い

る
こ
と
を
合
わ
せ
て
ご
説
明
し
、
ご
理
解
を
頂
き
ま
し
た
。

■
意
見・質
問
② 

… 

J
A
グ
ル
ー
プ
石
川
と
し
て
掲
げ
て
い
る
、
県
内

J
A
の
合
併
・
集
約
ま
で
の
ス
ケ
ジ
ュー
ル
に
つい
て
質
問
が
あ
り
、

〔
回
答
と
し
て
〕
　県
下
3
J
A
構
想
で
は
、
南
加
賀
地
域
の
J
A
加

賀
、
J
A
小
松
市
、
J
A
根
上
、
J
A
能
美
、
J
A
松
任
、
J
A
白

山
の
6
J
A
の
合
併
を
想
定
し
て
お
り
、
ま
ず
7
月
に
6
J
A
の
常
勤

役
員
に
よ
る
経
営
者
懇
談
会
を
発
足
さ
せ
、
以
後
で
き
る
限
り

早
い
時
期
に
合
併
研
究
会
を
、
さ
ら
に
続
い
て
合
併
推
進
協
議

会
を
順
次
立
ち
上
げ
て
、
令
和
4
年
4
月
1
日
の
合
併
を
目
標

に
、
研
究
・
協
議
を
進
め
て
行
く
こ
と
を
ご
説
明
し
、
ご
理
解

を
頂
き
ま
し
た
。

■
意
見・質
問
③ 

… 

合
併
の
有
無
を
問
わ
ず
、
J
A
能
美
と

し
て
組
合
員
の
た
め
に
最
大
限
、
努
力
し
続
け
て
欲
し
い
と
の
ご

要
望
が
あ
り
、

〔
回
答
と
し
て
〕
　事
業
目
的
は
、「
組
合
員
への
奉
仕
」、「
農
業

所
得
の
増
大
」、「
経
営
の
健
全
性
の
確
保
」に
あ
り
、
常
に
組
合

員
の
た
め
に
取
り
組
み
続
け
て
い
く
こ
と
が
、
事
業
目
的
の
達
成

へ
向
け
た一番
の
近
道
で
あ
る
と
考
え
て
い
る
旨
を
ご
説
明
し
、
ご

理
解
を
頂
き
ま
し
た
。

■
意
見・質
問
④ 

… 

事
業
分
量
配
当
金
は
、
正
組
合
員
・
准

組
合
員
を
問
わ
ず
同
じ
配
当
の
扱
い
と
な
っ
て
い
る
が
、
条
件
・

金
額
等
に
お
い
て
区
別
さ
れ
る
べ
き
で
は
な
い
か
と
の
意
見
と
、

ま
た
准
組
合
員
制
度
の
必
要
性
に
つい
て
質
問
が
あ
り
、

〔
回
答
と
し
て
〕
　農
協
法
に
お
い
て
、
正
組
合
員
・
准
組
合
員

の
権
利
の
違
い
は
、
議
決
権
・
選
挙
権
な
ど
ご
く
限
ら
れ
た
も
の

で
あ
り
、
事
業
を
利
用
す
る
権
利
や
剰
余
金
の
配
当
を
受
け
る

権
利
な
ど
に
つ
い
て
は
、
正
・
准
問
わ
な
い
も
の
と
な
っ
て
お
り
、

条
件
・
金
額
等
に
お
い
て
区
別
さ
れ
る
べ
き
で
は
な
い
と
、
考
え

て
い
る
旨
を
ご
説
明
し
ま
し
た
。

　
ま
た
、
地
域
に
暮
ら
す
准
組
合
員
の
皆
さ
ん
に
は
、
事
業
を

利
用
す
る
こ
と
に
よ
り
、
J
A
と
農
業
を
サ
ポ
ー
ト
す
る
大
き

な
力
で
あ
る
と
考
え
て
お
り
、
J
A
の
大
切
な
パ
ー
ト
ナ
ー
で
あ

る
こ
と
を
合
わ
せ
て
ご
説
明
し
、
ご
理
解
を
頂
き
ま
し
た
。

■
意
見・質
問
⑤ 

… 

総
代
会
資
料
の「
組
合
員
の
状
況
」に
つ
い

て
、
離
農
・
経
営
移
譲
な
ど
と
いっ
た
、
組
合
員
の
異
動
に
係
る

詳
細
を 

示
し
て
は
ど
う
か
と
の
要
望
が
あ
り
、

〔
回
答
と
し
て
〕
　資
料
の「
組
合
員
の
状
況
」に
関
す
る
様
式
に

つ
い
て
は
、
農
協
法
施
行
規
則
に
則
っ
た
様
式
に
基
づ
き
資
料
を

作
成
し
て
い
る
こ
と
を
ご
説
明
し
、
ご
理
解
を
頂
き
ま
し
た
。

■
意
見・質
問
⑥ 

… 

収
支
計
画
に
お
い
て
、
平
成
30
年
度
決

算
の
実
績
よ
り
も
高
い
計
画
と
な
って
い
る
の
は
、
事
業
量
の
ボ
リ

ュー
ム
が
増
え
る
計
画
で
あ
る
の
か
と
の
質
問
が
あ
り
、

〔
回
答
と
し
て
〕
　貯
金
や
貸
付
、
経
済
事
業
に
お
い
て
、
事
業

量
を
ボ
リ
ュー
ム
ア
ッ
プ
し
て
お
り
、
高
い
目
標
で
は
あ
る
と
思
う

が
、
組
合
員
・
地
域
の
皆
様
に
ご
利
用
し
て
頂
け
る
よ
う
、
様
々

な
工
夫
を
凝
ら
し
て
、
全
体
の
収
益
ア
ッ
プ
を
図
る
計
画
で
あ
る

こ
と
を
ご
説
明
し
、
ご
理
解
を
頂
き
ま
し
た
。

■
意
見・質
問
⑦ 

… 

辰
口
セ
ル
フ
給
油
所
に
つい
て
、
決
算
で
特

別
損
失
と
な
って
い
る
が
、
近
い
将
来
の
閉
店
な
ど
を
考
え
て
い
る

の
か
、
と
の
質
問
が
あ
り
、

〔
回
答
と
し
て
〕
　減
損
損
失
額
に
つ
い
て
は
、
会
計
ル
ー
ル
に
則

り
公
認
会
計
士
の
指
導
の
も
と
、
今
回
の
減
損
金
額
と
な
っ
た
も

の
で
、地
域
に
必
要
な
事
業
で
あ
る
限
り
、赤
字
だ
か
ら
と
いって
、

す
ぐ
に
閉
店
す
る
と
い
う
考
え
は
な
い
旨
を
ご
説
明
し
、
ご
理
解

を
頂
き
ま
し
た
。

■
意
見・質
問
⑧ 

… 

職
員
の
兼
務
が
多
い
が
、
限
ら
れ
た
職
員

の
中
で
兼
務
を
増
や
し
て
ま
で
細
分
化
し
た
組
織
を
作
る
必
要

が
あ
る
の
か
、
と
の
質
問
が
あ
り
、

〔
回
答
と
し
て
〕
　極
力
わ
か
り
や
す
い
組
織
と
し
な
け
れ
ば
い
け

な
い
と
思
っ
て
お
り
、
管
理
職
は
出
来
る
だ
け
し
ぼ
っ
て
配
置
し

て
い
る
こ
と
や
、
業
務
内
容
が
関
連
す
る
部
署
に
お
い
て
は
兼
務

と
し
て
い
る
と
こ
ろ
も
あ
る
こ
と
、
ま
た
人
材
育
成
の
観
点
か
ら

も
兼
務
と
な
る
職
員
も
い
る
旨
を
ご
説
明
し
、
ご
理
解
を
頂
き

ま
し
た
。

■
意
見・質
問
⑨ 

… 

管
理
職
に
よ
る
部
下
の
指
導
・
育
成
に
お

い
て
、
部
下
に
圧
力
を
感
じ
さ
せ
る
よ
う
な
、
少
し
行
き
過
ぎ

た
面
も
あ
る
の
で
は
な
い
か
と
の
質
問
が
あ
り
、

〔
回
答
と
し
て
〕
　適
正
を
欠
く
指
導
・
育
成
は
、
決
し
て
行
っ

て
い
な
い
旨
を
ご
説
明
す
る
と
共
に
、
今
後
も
、
日
常
の
適
正
な

O
J
T
な
ど
の
教
育
を
通
じ
て
よ
り
よ
い
人
材
育
成
と
、
ハ
ラ
ス

メ
ン
ト
の
な
い
職
場
づ
く
り
に
努
め
る
旨
を
ご
説
明
し
、
ご
理
解

を
頂
き
ま
し
た
。

以
上
が
支
店
説
明
会
に
お
け
る
質
疑
応
答
の
内
容
の
ご
報
告
で

す
。

挨拶をする土井組合長議案審議の進行を行う中田議長

第
21
回 

Ｊ
Ａ
能
美 

通
常
総
代
会
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　令
和
元
年
6
月
22
日（
土
）午
後
1
時
30
分
よ
り
、
能
美
市
辰
口
福

祉
会
館
交
流
ホ
ー
ル
で『
第
21
回
J
A
能
美
　通
常
総
代
会
』を
開
催

し
ま
し
た
。

　当
日
は
本
人
出
席
3
0
4
名
・
代
理
人
出
席
3
名
・
書
面
議
決
書

1
0
8
名
の
出
席
者
が
確
認
さ
れ
、
当
日
現
在
の
総
代
総
数
5
2
7

名
に
対
し
て
、
定
款
に
規
定
す
る
過
半
数
を
超
え
、
こ
の
通
常
総
代

会
が
成
立
し
会
議
が
進
め
ら
れ
ま
し
た
。

　議
案
審
議
に
先
立
ち
、
支
店
運
営
功
労
者
・
優
良
生
産
組
合
・
大

豆
高
生
産
技
術
共
進
会
の
各
種
表
彰
を
行
い
ま
し
た
。

　引
き
続
き
川
向
副
組
合
長
が
開
会
の
言
葉
を
述
べ
た
後
、
土
井
代

表
理
事
組
合
長
が
次
の
よ
う
に
挨
拶
を
行
い
ま
し
た
。

　
本
日
は
、
第
二
十
一回
通
常
総
代
会
を
開
催
い
た
し
ま
し
た
と
こ
ろ
、

総
代
の
皆
様
に
は
、
何
か
と
ご
多
用
な
中
ご
出
席
を
賜
り
、
厚
く
お
礼

を
申
し
上
げ
ま
す
。

　
ま
た
、
総
代
各
位
を
は
じ
め
組
合
員
の
皆
様
に
は
、
平
素
よ
り
、

J
A
能
美
の
各
事
業
に
ご
理
解
と
ご
協
力
を
い
た
だ
い
て
お
り
ま
す
こ
と

を
、
こ
の
場
を
お
借
り
し
高
い
と
こ
ろ
で
は
あ
り
ま
す
が
、
重
ね
て
御

礼
を
申
し
上
げ
る
次
第
で
ご
ざ
い
ま
す
。

　
本
年
4
月
を
も
って
平
成
の
時
代
が
幕
を
閉
じ
ま
し
た
。
顧
み
ま
す

と
平
成
の
30
年
間
は
社
会
、
経
済
は
も
と
よ
り
、
私
た
ち
農
業
界
に
と

って
も
激
動
の
時
代
で
あ
り
ま
し
た
。
牛
肉
、
オ
レ
ン
ジ
の
市
場
開
放
に

始
ま
り
、
平
成
5
年
の
ガ
ッ
ト
農
業
交
渉
の
合
意
に
よ
る
米
の
部
分
開

放
、
平
成
7
年
の
食
管
法
の
廃
止
に
よ
る
米
の
流
通
自
由
化
、
減
反
政

策
の
廃
止
、
更
に
平
成
28
年
4
月
に
は
農
業
協
同
組
合
の
法
的
根
拠
で

あ
る
農
協
法
の
大
幅
な
改
正
等
、
正
に
政
府
の
政
策
が「
貿
易
の
自
由

化
」「
規
制
緩
和
」「
大
規
模
化
」の
3
つ
の
キ
ー
ワ
ー
ド
に
絞
ら
れ
進
め
ら

れ
て
き
ま
し
た
。

　
さ
て
、
平
成
30
年
度
に
於
け
る
農
業
、
J
A
を
取
り
巻
く
情
勢
で
は
、

貿
易
交
渉
が
矢
継
ぎ
早
に
合
意
さ
れ
、
T
P
P
11
や
E
U
と
の

E
P
A（
経
済
連
携
協
定
）が
発
効
し
、そ
の
影
響
さ
え
見
え
な
い
ま
ま
、

4
月
に
は
日
米
貿
易
協
定
交
渉
が
開
始
さ
れ
ま
し
た
。「
持
続
可
能
な

農
業
生
産
」や
先
進
国
の
中
で
極
端
に
低
い「
食
料
自
給
率
と
食
料
安

保
」と
いっ
た
本
来
国
家
的
な
課
題
に
つい
て
何
ら
議
論
も
な
さ
れ
な
い
ま

ま
合
意
さ
れ
る
こ
と
は
あ
って
は
な
ら
な
い
こ
と
で
、
農
家
組
合
員
と
と

も
に
J
A
グ
ル
ー
プ
が一体
と
な
り
、
国
民
への
理
解
を
広
げ
、
国
内
農

業
を
守
り
抜
か
ね
ば
な
り
ま
せ
ん
。

　
一方
、
J
A
改
革
で
は
本
年
3
月
に
第
28
回
J
A
全
国
大
会
が
開
催

さ
れ
、
J
A
グ
ル
ー
プ
の
指
針
と
し
た「
食
と
農
を
基
軸
と
し
て
、
地
域

に
根
ざ
し
た
協
同
組
合
」の
実
現
に
向
け
、「
創
造
的
自
己
改
革
の
実
践
」

を
テ
ー
マ
に「
持
続
可
能
な
農
業
の
実
現
」「
豊
か
で
暮
ら
し
や
す
い
地
域

社
会
の
実
現
」「
協
同
組
合
と
し
て
の
役
割
発
揮
」を
3
つ
の
基
本
目
標

と
し
て
取
り
組
む
こ
と
を
決
議
し
ま
し
た
。

　
私
た
ち
J
A
能
美
で
も
本
総
代
会
に
議
案
提
出
致
し
ま
し
た
第
7

次
中
期
経
営
計
画
を
確
実
に
進
め
て
い
く
こ
と
が
、
正
に
全
国
大
会
の

テ
ー
マ
で
あ
る「
創
造
的
自
己
改
革
の
実
践
」で
あ
る
と
考
え
て
い
ま
す
。

　
更
に
は
政
府
の
規
制
改
革
推
進
会
議
の
提
言
で
あ
っ
た「
信
用
事
業
の

分
離
、
代
理
店
化
」や「
准
組
合
員
の
利
用
規
制
」に
つい
て
は
J
A
の
営

農
活
動
の
継
続
や
地
域
に
根
ざ
し
た
協
同
組
合
で
在
り
続
け
る
為
に
全

組
合
員
が
ひ
と
し
く
利
用
可
能
な
総
合
事
業
の
堅
持
が
不
可
欠
で
あ
り

ま
す
。
組
合
員
の
組
織
で
あ
る
農
業
協
同
組
合
の
在
る
べ
き
姿
は「
組

合
員
が
決
め
る
」こ
と
で
あ
り
、
こ
の
こ
と
は
組
合
員
の
皆
様
全
員
に
実

施
さ
せ
て
い
た
だ
い
た「
J
A
自
己
改
革
に
関
す
る
ア
ン
ケ
ー
ト
」で
も
ご

理
解
を
い
た
だ
い
て
い
る
と
こ
ろ
で
す
。

　
こ
う
し
た
中
、
農
協
法
改
正
に
よ
り
、
農
協
中
央
会
は
本
年
9
月

を
期
限
に
連
合
会
へ
と
組
織
移
行
し
、
公
認
会
計
士
監
査
も
実
施
さ
れ

ま
す
。
平
成
30
年
度
は「
農
業
者
の
所
得
増
大
」「
農
業
生
産
の
拡
大
」

「
地
域
の
活
性
化
」の
目
標
を
掲
げ
た
第
6
次
中
期
経
営
計
画
の
最
終

年
度
と
し
て
取
り
組
ん
だ
結
果
、
確
実
な
成
果
も
得
る
こ
と
が
で
き
ま

し
た
。

　
事
業
活
動
の
成
果
と
し
ま
し
て
は
、
当
期
剰
余
金
で
当
初
計
画
を
概

ね
確
保
で
き
る
実
績
と
な
り
ま
し
た
。

　
こ
の
皆
様
の
ご
協
力
、
ご
理
解
で
い
た
だ
い
た
成
果
に
つ
き
ま
し
て
は
、

J
A
改
革
を
進
め
て
行
く
な
か
、
第
6
次
中
期
経
営
計
画（
平
成
28
年

度
〜
平
成
30
年
度
）を
特
別
対
策
期
間
と
し
て
、
地
域
農
業
の
持
続
的

発
展
や
生
活
活
動
を
支
援
す
る
こ
と
を
目
的
に
財
務
基
盤
の
強
化
と
併

せ
、
目
に
見
え
る
形
で
応
え
る
べ
く
、
事
業
分
量
配
当
で「
主
食
用
米

の
出
荷
」「
大
型
農
機
の
購
入
」「
自
動
車
の
購
入
」に
対
し
て
お
返
し
す

る
事
で
、
今
総
代
会
で
も
提
案
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　
い
ず
れ
に
し
ま
し
て
も
皆
様
の
ご
利
用
、
ご
支
援
の
賜
と
重
ね
て
心
よ

り
感
謝
申
し
上
げ
る
次
第
で
す
。

　
迎
え
た
令
和
元
年
度
も
、
営
農
部
門
で
は
農
地
フ
ル
活
用
に
よ
る
生

産
振
興
と
販
売
力
の
強
化
、「
産
地
づ
く
り
」に
よ
る
農
業
生
産
の
拡
大
、

担
い
手
の
育
成
・
支
援
、
農
業
への
理
解
促
進
、
農
産
物
の
消
費
拡
大

な
ど
に
、
農
業
者
と
と
も
に
強
力
に
取
り
組
み
、「
食
と
農
」を
軸
に「
安

全
・
安
心
」「
豊
か
で
暮
ら
し
や
す
い
」地
域
社
会
の
実
現
に
向
け
活
動

を
展
開
し
て
ま
い
り
ま
す
。

　
ま
た
、
地
域
の
皆
様
に
愛
さ
れ
て
い
る
J
A
グ
リ
ー
ン「
能
美
の
市
」で

は
、
園
芸
作
物
等
の
出
荷
生
産
者
の
育
成
と「
安
全
・
安
心
」な
農
産

物
の
供
給
、
6
次
産
業
・
加
工
部
門
で
は
管
内
農
産
物
の
加
工
品
開

発
に
取
り
組
む
と
と
も
に
、
園
芸
作
物
の
調
理
法
の
発
信
と
あ
わ
せ
、

地
産
地
消
に
取
り
組
ん
で
ま
い
り
ま
す
。

　
経
済
・
信
用
・
共
済
部
門
で
は
総
合
事
業
の
強
み
を
十
分
に
活
か
し

て「
食
と
農
」を
基
軸
と
し
て
組
合
員
・
利
用
者
の
皆
様
の
多
様
な
ニ
ー

ズ
に
的
確
に
応
え
る
た
め
、
よ
り
求
め
ら
れ
る
提
案
・
相
談
機
能
を
充

実
し
、
豊
か
で
暮
ら
し
や
す
い
地
域
社
会
実
現
の
た
め
の
役
割
を
担
って

ま
い
り
ま
す
。

　
J
A
能
美
が
組
合
員
・
利
用
者
の
皆
様
か
ら
必
要
と
さ
れ
る
組
織
で

あ
る
た
め
に
、
全
事
業
活
動
を
通
し
て
持
続
可
能
な
経
営
基
盤
の
強
化

を
図
り
、
地
域
に
貢
献
す
る
協
同
組
合
の
確
立
、
地
域
に
根
ざ
し
た
協

同
組
合
活
動
を
支
え
る
人
材
育
成
に
努
め
ま
す
。

　
合
わ
せ
て
、
青
壮
年
部
・
女
性
部
な
ど
地
域
活
動
の
展
開
で
組
合

員
の
皆
様
や
地
域
の
方
々
と
の
交
流
を
深
め
、
皆
様
の
貴
重
な
意
見
を

J
A
運
営
に
反
映
す
る
こ
と
で
参
加
・
参
画
活
動
を
進
め
て
ま
い
り
ま

す
。

　
更
に
は
持
続
可
能
な
農
業
の
実
現
に
も
つ
な
げ
る
第
38
次
J
A
グ
ル

ー
プ
石
川
基
本
戦
略
の
柱
で
も
あ
る
広
域
合
併
に
よ
る
経
営
基
盤
の
強

化
も
真
摯
に
取
り
組
ん
で
ま
い
り
ま
す
。

　
最
後
に
な
り
ま
し
た
が
、
組
合
員
の
皆
様
に
お
か
れ
ま
し
て
は
、

J
A
能
美
に
変
わ
ら
ぬ
ご
支
援
を
賜
り
ま
す
よ
う
お
願
い
申
し
上
げ
る

と
と
も
に
、
皆
様
と
ご
家
族
の
さ
ら
な
る
ご
繁
栄
を
祈
念
申
し
上
げ
、

ご
挨
拶
と
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

　こ
の
後
に
、
寺
井
支
店
総
代
の
中
田 

慶
志
朗
氏
が
議
長
に
選
出
さ

れ
議
案
審
議
に
移
り
ま
し
た
。
第
1
号
議
案
か
ら
第
6
号
議
案
ま
で

審
議
さ
れ
、
全
議
案
原
案
通
り
可
決
・
決
定
さ
れ
ま
し
た
。

第
1
号
議
案

　
平
成
30
年
度
事
業
報
告
及
び
剰
余
金
処
分
案
承
認
の
件

第
2
号
議
案

　
第
7
次
中
期
経
営
計
画
案
承
認
の
件

第
3
号
議
案

　
令
和
元
年
度
事
業
計
画
案
承
認
の
件

第
4
号
議
案

　
定
款
の一部
変
更
の
件

第
5
号
議
案

　
会
計
監
査
人
選
任
の
件

第
6
号
議
案

　
令
和
元
年
度
に
お
け
る
理
事
及
び
監
事
の
報
酬
に
関
す
る
件

報
告
事
項
1

　
平
成
30
年
度
貸
借
対
照
表
、
損
益
計
算
書
、
注
記
表
、
附
属
明
細

書
並
び
に
全
国
中
央
会
及
び
監
事
の
監
査
報
告
の
件
　
　

報
告
事
項
2

　
J
A
バン
ク
基
本
方
針
の
変
更
の
件

　総
代
会
及
び
支
店
説
明
会
で
、
総
代
、
組
合
員
の
皆
様
よ
り
頂
き

ま
し
た
主
な
ご
意
見
・
ご
質
問
と
そ
の
回
答
に
つ
い
て
は
以
下
の
と
お

り
で
す
。

　営
農
部
門

■
意
見・質
問
① 

… 

カ
ラ
ス
が
麦
田
を
荒
ら
す
被
害
が
あ
っ
た
が
、
大

麦
生
産
拡
大
の
取
り
組
み
と
合
わ
せ
、
カ
ラ
ス
の
被
害
対
策
の
要
望
が

あ
り
、

〔
回
答
と
し
て
〕
　現
状
の
農
作
物
の
鳥
獣
被
害
対
策
に
つ
い
て
は
、
イ

ノ
シ
シ
・
ニ
ホ
ン
シ
カ
な
ど
、
深
刻
か
つ
早
急
に
対
策
が
必
要
な
も
の
に

限
ら
れ
て
い
る
た
め
、
他
の
鳥
獣
被
害
対
策
と
合
わ
せ
、
今
後
の
検
討

課
題
と
さ
せ
て
頂
く
こ
と
で
ご
理
解
を
頂
き
ま
し
た
。

■
意
見・質
問
② 

… 

大
麦
収
穫
後
の
麦
わ
ら
を
焼
却
す
る
行
為
に
つ

い
て
、
煙
や
匂
い
等
、
地
域
環
境
への
悪
影
響
が 

問
題
視
さ
れ
て
い
る
が
、

J
A
と
し
て
、
モ
ア
に
よ
る
麦
わ
ら
、
麦
株
の
粉
砕
化
な
ど
、
麦
わ
ら

焼
却
の
代
替
処
置
を 

推
奨
す
る
考
え
方
は
な
い
か
、と
の
質
問
が
あ
り
、

〔
回
答
と
し
て
〕
　当
J
A
で
は
平
成
27
年
か
ら「
麦
・
大
豆
の
本
作
化

推
進
方
策
」と
し
て
、
J
A
独
自
で
生
産
者
の
機
械
導
入
助
成
事
業
を

行
っ
て
お
り
、
モ
ア
を
助
成
対
象
と
す
る
こ
と
も
含
め
て
、
代
替
方
策

を
検
討
さ
せ
て
頂
く
こ
と
で
、
ご
理
解
を
頂
き
ま
し
た
。

　経
済
部
門

■
意
見・質
問 

… 

J
A
グ
リ
ー
ン
能
美
に
つ
い
て
、
3
年
前
の
平
成
28

年
度
か
ら
売
上
高
が
頭
打
ち
に
な
って
い
る
中
、
第
7
次
の
3
ヵ
年
計
画

で
は
売
り
上
げ
を
増
加
さ
せ
る
計
画
と
な
っ
て
い
る
が
、
具
体
的
な
方

策
は
何
か
、
と
の
質
問
が
あ
り
、

〔
回
答
と
し
て
〕
　J
A
グ
リ
ー
ン
能
美
で
は
、
地
元
の
生
産
者
が
作
っ
た

新
鮮
で
良
質
な
野
菜
な
ど
を
地
域
の
皆
さ
ん
に
消
費
し
て
頂
く
、
産
直

型
店
舗
運
営
を
地
道
に
続
け
、
業
績
向
上
に
繋
げ
て
い
く
こ
と
を
ご
説

明
し
、
ご
理
解
を
頂
き
ま
し
た
。

　経
営
企
画
部
門

■
意
見・質
問
① 

… 

広
域
合
併
を
基
本
と
し
た
組
織
整
備
に
取
り
組

む
と
あ
る
が
、
J
A
能
美
と
し
て 

今
後
広
域
合
併
に
対
し
、
ど
の
よ

う
な
姿
勢
で
取
り
組
ん
で
い
く
の
か
、
ま
た
さ
ら
に
、
こ
れ
以
上
の
支
店

な
ど
の
統
廃
合
は
あ
る
の
か
、
と
の
質
問
が
あ
り
、

〔
回
答
と
し
て
〕
　将
来
に
わ
た
っ
て
、
総
合
事
業
に
よ
る
組
合
員
サ
ー

ビ
ス
を
維
持
で
き
る
経
営
基
盤
を
確
立
し
、
地
域
に
根
ざ
し
地
域
に
必

要
と
さ
れ
る
協
同
組
合
の
堅
持
と
い
う
姿
勢
で
、
取
り
組
ん
で
行
く
こ

と
を
ご
説
明
し
ま
し
た
。

　
ま
た
、
合
併
に
伴
う 

支
店
・
施
設
等
の
統
廃
合
に
つ
い
て
は
、
前
の

統
廃
合
で
十
分
に 

効
率
化
・
集
約
化
が
な
さ
れ
て
い
る
と
、
考
え
て
い

る
こ
と
を
合
わ
せ
て
ご
説
明
し
、
ご
理
解
を
頂
き
ま
し
た
。

■
意
見・質
問
② 

… 

J
A
グ
ル
ー
プ
石
川
と
し
て
掲
げ
て
い
る
、
県
内

J
A
の
合
併
・
集
約
ま
で
の
ス
ケ
ジ
ュー
ル
に
つい
て
質
問
が
あ
り
、

〔
回
答
と
し
て
〕
　県
下
3
J
A
構
想
で
は
、
南
加
賀
地
域
の
J
A
加

賀
、
J
A
小
松
市
、
J
A
根
上
、
J
A
能
美
、
J
A
松
任
、
J
A
白

山
の
6
J
A
の
合
併
を
想
定
し
て
お
り
、
ま
ず
7
月
に
6
J
A
の
常
勤

役
員
に
よ
る
経
営
者
懇
談
会
を
発
足
さ
せ
、
以
後
で
き
る
限
り

早
い
時
期
に
合
併
研
究
会
を
、
さ
ら
に
続
い
て
合
併
推
進
協
議

会
を
順
次
立
ち
上
げ
て
、
令
和
4
年
4
月
1
日
の
合
併
を
目
標

に
、
研
究
・
協
議
を
進
め
て
行
く
こ
と
を
ご
説
明
し
、
ご
理
解

を
頂
き
ま
し
た
。

■
意
見・質
問
③ 

… 

合
併
の
有
無
を
問
わ
ず
、
J
A
能
美
と

し
て
組
合
員
の
た
め
に
最
大
限
、
努
力
し
続
け
て
欲
し
い
と
の
ご

要
望
が
あ
り
、

〔
回
答
と
し
て
〕
　事
業
目
的
は
、「
組
合
員
への
奉
仕
」、「
農
業

所
得
の
増
大
」、「
経
営
の
健
全
性
の
確
保
」に
あ
り
、
常
に
組
合

員
の
た
め
に
取
り
組
み
続
け
て
い
く
こ
と
が
、
事
業
目
的
の
達
成

へ
向
け
た一番
の
近
道
で
あ
る
と
考
え
て
い
る
旨
を
ご
説
明
し
、
ご

理
解
を
頂
き
ま
し
た
。

■
意
見・質
問
④ 

… 

事
業
分
量
配
当
金
は
、
正
組
合
員
・
准

組
合
員
を
問
わ
ず
同
じ
配
当
の
扱
い
と
な
っ
て
い
る
が
、
条
件
・

金
額
等
に
お
い
て
区
別
さ
れ
る
べ
き
で
は
な
い
か
と
の
意
見
と
、

ま
た
准
組
合
員
制
度
の
必
要
性
に
つい
て
質
問
が
あ
り
、

〔
回
答
と
し
て
〕
　農
協
法
に
お
い
て
、
正
組
合
員
・
准
組
合
員

の
権
利
の
違
い
は
、
議
決
権
・
選
挙
権
な
ど
ご
く
限
ら
れ
た
も
の

で
あ
り
、
事
業
を
利
用
す
る
権
利
や
剰
余
金
の
配
当
を
受
け
る

権
利
な
ど
に
つ
い
て
は
、
正
・
准
問
わ
な
い
も
の
と
な
っ
て
お
り
、

条
件
・
金
額
等
に
お
い
て
区
別
さ
れ
る
べ
き
で
は
な
い
と
、
考
え

て
い
る
旨
を
ご
説
明
し
ま
し
た
。

　
ま
た
、
地
域
に
暮
ら
す
准
組
合
員
の
皆
さ
ん
に
は
、
事
業
を

利
用
す
る
こ
と
に
よ
り
、
J
A
と
農
業
を
サ
ポ
ー
ト
す
る
大
き

な
力
で
あ
る
と
考
え
て
お
り
、
J
A
の
大
切
な
パ
ー
ト
ナ
ー
で
あ

る
こ
と
を
合
わ
せ
て
ご
説
明
し
、
ご
理
解
を
頂
き
ま
し
た
。

■
意
見・質
問
⑤ 

… 

総
代
会
資
料
の「
組
合
員
の
状
況
」に
つ
い

て
、
離
農
・
経
営
移
譲
な
ど
と
いっ
た
、
組
合
員
の
異
動
に
係
る

詳
細
を 

示
し
て
は
ど
う
か
と
の
要
望
が
あ
り
、

〔
回
答
と
し
て
〕
　資
料
の「
組
合
員
の
状
況
」に
関
す
る
様
式
に

つ
い
て
は
、
農
協
法
施
行
規
則
に
則
っ
た
様
式
に
基
づ
き
資
料
を

作
成
し
て
い
る
こ
と
を
ご
説
明
し
、
ご
理
解
を
頂
き
ま
し
た
。

■
意
見・質
問
⑥ 

… 

収
支
計
画
に
お
い
て
、
平
成
30
年
度
決

算
の
実
績
よ
り
も
高
い
計
画
と
な
って
い
る
の
は
、
事
業
量
の
ボ
リ

ュー
ム
が
増
え
る
計
画
で
あ
る
の
か
と
の
質
問
が
あ
り
、

〔
回
答
と
し
て
〕
　貯
金
や
貸
付
、
経
済
事
業
に
お
い
て
、
事
業

量
を
ボ
リ
ュー
ム
ア
ッ
プ
し
て
お
り
、
高
い
目
標
で
は
あ
る
と
思
う

が
、
組
合
員
・
地
域
の
皆
様
に
ご
利
用
し
て
頂
け
る
よ
う
、
様
々

な
工
夫
を
凝
ら
し
て
、
全
体
の
収
益
ア
ッ
プ
を
図
る
計
画
で
あ
る

こ
と
を
ご
説
明
し
、
ご
理
解
を
頂
き
ま
し
た
。

■
意
見・質
問
⑦ 

… 

辰
口
セ
ル
フ
給
油
所
に
つい
て
、
決
算
で
特

別
損
失
と
な
って
い
る
が
、
近
い
将
来
の
閉
店
な
ど
を
考
え
て
い
る

の
か
、
と
の
質
問
が
あ
り
、

〔
回
答
と
し
て
〕
　減
損
損
失
額
に
つ
い
て
は
、
会
計
ル
ー
ル
に
則

り
公
認
会
計
士
の
指
導
の
も
と
、
今
回
の
減
損
金
額
と
な
っ
た
も

の
で
、地
域
に
必
要
な
事
業
で
あ
る
限
り
、赤
字
だ
か
ら
と
いって
、

す
ぐ
に
閉
店
す
る
と
い
う
考
え
は
な
い
旨
を
ご
説
明
し
、
ご
理
解

を
頂
き
ま
し
た
。

■
意
見・質
問
⑧ 

… 

職
員
の
兼
務
が
多
い
が
、
限
ら
れ
た
職
員

の
中
で
兼
務
を
増
や
し
て
ま
で
細
分
化
し
た
組
織
を
作
る
必
要

が
あ
る
の
か
、
と
の
質
問
が
あ
り
、

〔
回
答
と
し
て
〕
　極
力
わ
か
り
や
す
い
組
織
と
し
な
け
れ
ば
い
け

な
い
と
思
っ
て
お
り
、
管
理
職
は
出
来
る
だ
け
し
ぼ
っ
て
配
置
し

て
い
る
こ
と
や
、
業
務
内
容
が
関
連
す
る
部
署
に
お
い
て
は
兼
務

と
し
て
い
る
と
こ
ろ
も
あ
る
こ
と
、
ま
た
人
材
育
成
の
観
点
か
ら

も
兼
務
と
な
る
職
員
も
い
る
旨
を
ご
説
明
し
、
ご
理
解
を
頂
き

ま
し
た
。

■
意
見・質
問
⑨ 

… 

管
理
職
に
よ
る
部
下
の
指
導
・
育
成
に
お

い
て
、
部
下
に
圧
力
を
感
じ
さ
せ
る
よ
う
な
、
少
し
行
き
過
ぎ

た
面
も
あ
る
の
で
は
な
い
か
と
の
質
問
が
あ
り
、

〔
回
答
と
し
て
〕
　適
正
を
欠
く
指
導
・
育
成
は
、
決
し
て
行
っ

て
い
な
い
旨
を
ご
説
明
す
る
と
共
に
、
今
後
も
、
日
常
の
適
正
な

O
J
T
な
ど
の
教
育
を
通
じ
て
よ
り
よ
い
人
材
育
成
と
、
ハ
ラ
ス

メ
ン
ト
の
な
い
職
場
づ
く
り
に
努
め
る
旨
を
ご
説
明
し
、
ご
理
解

を
頂
き
ま
し
た
。

以
上
が
支
店
説
明
会
に
お
け
る
質
疑
応
答
の
内
容
の
ご
報
告
で

す
。

挨拶をする土井組合長議案審議の進行を行う中田議長

第
21
回 

Ｊ
Ａ
能
美 

通
常
総
代
会
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　令
和
元
年
6
月
22
日（
土
）午
後
1
時
30
分
よ
り
、
能
美
市
辰
口
福

祉
会
館
交
流
ホ
ー
ル
で『
第
21
回
J
A
能
美
　通
常
総
代
会
』を
開
催

し
ま
し
た
。

　当
日
は
本
人
出
席
3
0
4
名
・
代
理
人
出
席
3
名
・
書
面
議
決
書

1
0
8
名
の
出
席
者
が
確
認
さ
れ
、
当
日
現
在
の
総
代
総
数
5
2
7

名
に
対
し
て
、
定
款
に
規
定
す
る
過
半
数
を
超
え
、
こ
の
通
常
総
代

会
が
成
立
し
会
議
が
進
め
ら
れ
ま
し
た
。

　議
案
審
議
に
先
立
ち
、
支
店
運
営
功
労
者
・
優
良
生
産
組
合
・
大

豆
高
生
産
技
術
共
進
会
の
各
種
表
彰
を
行
い
ま
し
た
。

　引
き
続
き
川
向
副
組
合
長
が
開
会
の
言
葉
を
述
べ
た
後
、
土
井
代

表
理
事
組
合
長
が
次
の
よ
う
に
挨
拶
を
行
い
ま
し
た
。

　
本
日
は
、
第
二
十
一回
通
常
総
代
会
を
開
催
い
た
し
ま
し
た
と
こ
ろ
、

総
代
の
皆
様
に
は
、
何
か
と
ご
多
用
な
中
ご
出
席
を
賜
り
、
厚
く
お
礼

を
申
し
上
げ
ま
す
。

　
ま
た
、
総
代
各
位
を
は
じ
め
組
合
員
の
皆
様
に
は
、
平
素
よ
り
、

J
A
能
美
の
各
事
業
に
ご
理
解
と
ご
協
力
を
い
た
だ
い
て
お
り
ま
す
こ
と

を
、
こ
の
場
を
お
借
り
し
高
い
と
こ
ろ
で
は
あ
り
ま
す
が
、
重
ね
て
御

礼
を
申
し
上
げ
る
次
第
で
ご
ざ
い
ま
す
。

　
本
年
4
月
を
も
って
平
成
の
時
代
が
幕
を
閉
じ
ま
し
た
。
顧
み
ま
す

と
平
成
の
30
年
間
は
社
会
、
経
済
は
も
と
よ
り
、
私
た
ち
農
業
界
に
と

って
も
激
動
の
時
代
で
あ
り
ま
し
た
。
牛
肉
、
オ
レ
ン
ジ
の
市
場
開
放
に

始
ま
り
、
平
成
5
年
の
ガ
ッ
ト
農
業
交
渉
の
合
意
に
よ
る
米
の
部
分
開

放
、
平
成
7
年
の
食
管
法
の
廃
止
に
よ
る
米
の
流
通
自
由
化
、
減
反
政

策
の
廃
止
、
更
に
平
成
28
年
4
月
に
は
農
業
協
同
組
合
の
法
的
根
拠
で

あ
る
農
協
法
の
大
幅
な
改
正
等
、
正
に
政
府
の
政
策
が「
貿
易
の
自
由

化
」「
規
制
緩
和
」「
大
規
模
化
」の
3
つ
の
キ
ー
ワ
ー
ド
に
絞
ら
れ
進
め
ら

れ
て
き
ま
し
た
。

　
さ
て
、
平
成
30
年
度
に
於
け
る
農
業
、
J
A
を
取
り
巻
く
情
勢
で
は
、

貿
易
交
渉
が
矢
継
ぎ
早
に
合
意
さ
れ
、
T
P
P
11
や
E
U
と
の

E
P
A（
経
済
連
携
協
定
）が
発
効
し
、そ
の
影
響
さ
え
見
え
な
い
ま
ま
、

4
月
に
は
日
米
貿
易
協
定
交
渉
が
開
始
さ
れ
ま
し
た
。「
持
続
可
能
な

農
業
生
産
」や
先
進
国
の
中
で
極
端
に
低
い「
食
料
自
給
率
と
食
料
安

保
」と
いっ
た
本
来
国
家
的
な
課
題
に
つい
て
何
ら
議
論
も
な
さ
れ
な
い
ま

ま
合
意
さ
れ
る
こ
と
は
あ
って
は
な
ら
な
い
こ
と
で
、
農
家
組
合
員
と
と

も
に
J
A
グ
ル
ー
プ
が一体
と
な
り
、
国
民
への
理
解
を
広
げ
、
国
内
農

業
を
守
り
抜
か
ね
ば
な
り
ま
せ
ん
。

　
一方
、
J
A
改
革
で
は
本
年
3
月
に
第
28
回
J
A
全
国
大
会
が
開
催

さ
れ
、
J
A
グ
ル
ー
プ
の
指
針
と
し
た「
食
と
農
を
基
軸
と
し
て
、
地
域

に
根
ざ
し
た
協
同
組
合
」の
実
現
に
向
け
、「
創
造
的
自
己
改
革
の
実
践
」

を
テ
ー
マ
に「
持
続
可
能
な
農
業
の
実
現
」「
豊
か
で
暮
ら
し
や
す
い
地
域

社
会
の
実
現
」「
協
同
組
合
と
し
て
の
役
割
発
揮
」を
3
つ
の
基
本
目
標

と
し
て
取
り
組
む
こ
と
を
決
議
し
ま
し
た
。

　
私
た
ち
J
A
能
美
で
も
本
総
代
会
に
議
案
提
出
致
し
ま
し
た
第
7

次
中
期
経
営
計
画
を
確
実
に
進
め
て
い
く
こ
と
が
、
正
に
全
国
大
会
の

テ
ー
マ
で
あ
る「
創
造
的
自
己
改
革
の
実
践
」で
あ
る
と
考
え
て
い
ま
す
。

　
更
に
は
政
府
の
規
制
改
革
推
進
会
議
の
提
言
で
あ
っ
た「
信
用
事
業
の

分
離
、
代
理
店
化
」や「
准
組
合
員
の
利
用
規
制
」に
つい
て
は
J
A
の
営

農
活
動
の
継
続
や
地
域
に
根
ざ
し
た
協
同
組
合
で
在
り
続
け
る
為
に
全

組
合
員
が
ひ
と
し
く
利
用
可
能
な
総
合
事
業
の
堅
持
が
不
可
欠
で
あ
り

ま
す
。
組
合
員
の
組
織
で
あ
る
農
業
協
同
組
合
の
在
る
べ
き
姿
は「
組

合
員
が
決
め
る
」こ
と
で
あ
り
、
こ
の
こ
と
は
組
合
員
の
皆
様
全
員
に
実

施
さ
せ
て
い
た
だ
い
た「
J
A
自
己
改
革
に
関
す
る
ア
ン
ケ
ー
ト
」で
も
ご

理
解
を
い
た
だ
い
て
い
る
と
こ
ろ
で
す
。

　
こ
う
し
た
中
、
農
協
法
改
正
に
よ
り
、
農
協
中
央
会
は
本
年
9
月

を
期
限
に
連
合
会
へ
と
組
織
移
行
し
、
公
認
会
計
士
監
査
も
実
施
さ
れ

ま
す
。
平
成
30
年
度
は「
農
業
者
の
所
得
増
大
」「
農
業
生
産
の
拡
大
」

「
地
域
の
活
性
化
」の
目
標
を
掲
げ
た
第
6
次
中
期
経
営
計
画
の
最
終

年
度
と
し
て
取
り
組
ん
だ
結
果
、
確
実
な
成
果
も
得
る
こ
と
が
で
き
ま

し
た
。

　
事
業
活
動
の
成
果
と
し
ま
し
て
は
、
当
期
剰
余
金
で
当
初
計
画
を
概

ね
確
保
で
き
る
実
績
と
な
り
ま
し
た
。

　
こ
の
皆
様
の
ご
協
力
、
ご
理
解
で
い
た
だ
い
た
成
果
に
つ
き
ま
し
て
は
、

J
A
改
革
を
進
め
て
行
く
な
か
、
第
6
次
中
期
経
営
計
画（
平
成
28
年

度
〜
平
成
30
年
度
）を
特
別
対
策
期
間
と
し
て
、
地
域
農
業
の
持
続
的

発
展
や
生
活
活
動
を
支
援
す
る
こ
と
を
目
的
に
財
務
基
盤
の
強
化
と
併

せ
、
目
に
見
え
る
形
で
応
え
る
べ
く
、
事
業
分
量
配
当
で「
主
食
用
米

の
出
荷
」「
大
型
農
機
の
購
入
」「
自
動
車
の
購
入
」に
対
し
て
お
返
し
す

る
事
で
、
今
総
代
会
で
も
提
案
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　
い
ず
れ
に
し
ま
し
て
も
皆
様
の
ご
利
用
、
ご
支
援
の
賜
と
重
ね
て
心
よ

り
感
謝
申
し
上
げ
る
次
第
で
す
。

　
迎
え
た
令
和
元
年
度
も
、
営
農
部
門
で
は
農
地
フ
ル
活
用
に
よ
る
生

産
振
興
と
販
売
力
の
強
化
、「
産
地
づ
く
り
」に
よ
る
農
業
生
産
の
拡
大
、

担
い
手
の
育
成
・
支
援
、
農
業
への
理
解
促
進
、
農
産
物
の
消
費
拡
大

な
ど
に
、
農
業
者
と
と
も
に
強
力
に
取
り
組
み
、「
食
と
農
」を
軸
に「
安

全
・
安
心
」「
豊
か
で
暮
ら
し
や
す
い
」地
域
社
会
の
実
現
に
向
け
活
動

を
展
開
し
て
ま
い
り
ま
す
。

　
ま
た
、
地
域
の
皆
様
に
愛
さ
れ
て
い
る
J
A
グ
リ
ー
ン「
能
美
の
市
」で

は
、
園
芸
作
物
等
の
出
荷
生
産
者
の
育
成
と「
安
全
・
安
心
」な
農
産

物
の
供
給
、
6
次
産
業
・
加
工
部
門
で
は
管
内
農
産
物
の
加
工
品
開

発
に
取
り
組
む
と
と
も
に
、
園
芸
作
物
の
調
理
法
の
発
信
と
あ
わ
せ
、

地
産
地
消
に
取
り
組
ん
で
ま
い
り
ま
す
。

　
経
済
・
信
用
・
共
済
部
門
で
は
総
合
事
業
の
強
み
を
十
分
に
活
か
し

て「
食
と
農
」を
基
軸
と
し
て
組
合
員
・
利
用
者
の
皆
様
の
多
様
な
ニ
ー

ズ
に
的
確
に
応
え
る
た
め
、
よ
り
求
め
ら
れ
る
提
案
・
相
談
機
能
を
充

実
し
、
豊
か
で
暮
ら
し
や
す
い
地
域
社
会
実
現
の
た
め
の
役
割
を
担
って

ま
い
り
ま
す
。

　
J
A
能
美
が
組
合
員
・
利
用
者
の
皆
様
か
ら
必
要
と
さ
れ
る
組
織
で

あ
る
た
め
に
、
全
事
業
活
動
を
通
し
て
持
続
可
能
な
経
営
基
盤
の
強
化

を
図
り
、
地
域
に
貢
献
す
る
協
同
組
合
の
確
立
、
地
域
に
根
ざ
し
た
協

同
組
合
活
動
を
支
え
る
人
材
育
成
に
努
め
ま
す
。

　
合
わ
せ
て
、
青
壮
年
部
・
女
性
部
な
ど
地
域
活
動
の
展
開
で
組
合

員
の
皆
様
や
地
域
の
方
々
と
の
交
流
を
深
め
、
皆
様
の
貴
重
な
意
見
を

J
A
運
営
に
反
映
す
る
こ
と
で
参
加
・
参
画
活
動
を
進
め
て
ま
い
り
ま

す
。

　
更
に
は
持
続
可
能
な
農
業
の
実
現
に
も
つ
な
げ
る
第
38
次
J
A
グ
ル

ー
プ
石
川
基
本
戦
略
の
柱
で
も
あ
る
広
域
合
併
に
よ
る
経
営
基
盤
の
強

化
も
真
摯
に
取
り
組
ん
で
ま
い
り
ま
す
。

　
最
後
に
な
り
ま
し
た
が
、
組
合
員
の
皆
様
に
お
か
れ
ま
し
て
は
、

J
A
能
美
に
変
わ
ら
ぬ
ご
支
援
を
賜
り
ま
す
よ
う
お
願
い
申
し
上
げ
る

と
と
も
に
、
皆
様
と
ご
家
族
の
さ
ら
な
る
ご
繁
栄
を
祈
念
申
し
上
げ
、

ご
挨
拶
と
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

　こ
の
後
に
、
寺
井
支
店
総
代
の
中
田 

慶
志
朗
氏
が
議
長
に
選
出
さ

れ
議
案
審
議
に
移
り
ま
し
た
。
第
1
号
議
案
か
ら
第
6
号
議
案
ま
で

審
議
さ
れ
、
全
議
案
原
案
通
り
可
決
・
決
定
さ
れ
ま
し
た
。

第
1
号
議
案

　
平
成
30
年
度
事
業
報
告
及
び
剰
余
金
処
分
案
承
認
の
件

第
2
号
議
案

　
第
7
次
中
期
経
営
計
画
案
承
認
の
件

第
3
号
議
案

　
令
和
元
年
度
事
業
計
画
案
承
認
の
件

第
4
号
議
案

　
定
款
の一部
変
更
の
件

第
5
号
議
案

　
会
計
監
査
人
選
任
の
件

第
6
号
議
案

　
令
和
元
年
度
に
お
け
る
理
事
及
び
監
事
の
報
酬
に
関
す
る
件

報
告
事
項
1

　
平
成
30
年
度
貸
借
対
照
表
、
損
益
計
算
書
、
注
記
表
、
附
属
明
細

書
並
び
に
全
国
中
央
会
及
び
監
事
の
監
査
報
告
の
件
　
　

報
告
事
項
2

　
J
A
バン
ク
基
本
方
針
の
変
更
の
件

　総
代
会
及
び
支
店
説
明
会
で
、
総
代
、
組
合
員
の
皆
様
よ
り
頂
き

ま
し
た
主
な
ご
意
見
・
ご
質
問
と
そ
の
回
答
に
つ
い
て
は
以
下
の
と
お

り
で
す
。

　営
農
部
門

■
意
見・質
問
① 

… 

カ
ラ
ス
が
麦
田
を
荒
ら
す
被
害
が
あ
っ
た
が
、
大

麦
生
産
拡
大
の
取
り
組
み
と
合
わ
せ
、
カ
ラ
ス
の
被
害
対
策
の
要
望
が

あ
り
、

〔
回
答
と
し
て
〕
　現
状
の
農
作
物
の
鳥
獣
被
害
対
策
に
つ
い
て
は
、
イ

ノ
シ
シ
・
ニ
ホ
ン
シ
カ
な
ど
、
深
刻
か
つ
早
急
に
対
策
が
必
要
な
も
の
に

限
ら
れ
て
い
る
た
め
、
他
の
鳥
獣
被
害
対
策
と
合
わ
せ
、
今
後
の
検
討

課
題
と
さ
せ
て
頂
く
こ
と
で
ご
理
解
を
頂
き
ま
し
た
。

■
意
見・質
問
② 

… 

大
麦
収
穫
後
の
麦
わ
ら
を
焼
却
す
る
行
為
に
つ

い
て
、
煙
や
匂
い
等
、
地
域
環
境
への
悪
影
響
が 

問
題
視
さ
れ
て
い
る
が
、

J
A
と
し
て
、
モ
ア
に
よ
る
麦
わ
ら
、
麦
株
の
粉
砕
化
な
ど
、
麦
わ
ら

焼
却
の
代
替
処
置
を 

推
奨
す
る
考
え
方
は
な
い
か
、と
の
質
問
が
あ
り
、

〔
回
答
と
し
て
〕
　当
J
A
で
は
平
成
27
年
か
ら「
麦
・
大
豆
の
本
作
化

推
進
方
策
」と
し
て
、
J
A
独
自
で
生
産
者
の
機
械
導
入
助
成
事
業
を

行
っ
て
お
り
、
モ
ア
を
助
成
対
象
と
す
る
こ
と
も
含
め
て
、
代
替
方
策

を
検
討
さ
せ
て
頂
く
こ
と
で
、
ご
理
解
を
頂
き
ま
し
た
。

　経
済
部
門

■
意
見・質
問 

… 

J
A
グ
リ
ー
ン
能
美
に
つ
い
て
、
3
年
前
の
平
成
28

年
度
か
ら
売
上
高
が
頭
打
ち
に
な
って
い
る
中
、
第
7
次
の
3
ヵ
年
計
画

で
は
売
り
上
げ
を
増
加
さ
せ
る
計
画
と
な
っ
て
い
る
が
、
具
体
的
な
方

策
は
何
か
、
と
の
質
問
が
あ
り
、

〔
回
答
と
し
て
〕
　J
A
グ
リ
ー
ン
能
美
で
は
、
地
元
の
生
産
者
が
作
っ
た

新
鮮
で
良
質
な
野
菜
な
ど
を
地
域
の
皆
さ
ん
に
消
費
し
て
頂
く
、
産
直

型
店
舗
運
営
を
地
道
に
続
け
、
業
績
向
上
に
繋
げ
て
い
く
こ
と
を
ご
説

明
し
、
ご
理
解
を
頂
き
ま
し
た
。

　経
営
企
画
部
門

■
意
見・質
問
① 

… 

広
域
合
併
を
基
本
と
し
た
組
織
整
備
に
取
り
組

む
と
あ
る
が
、
J
A
能
美
と
し
て 

今
後
広
域
合
併
に
対
し
、
ど
の
よ

う
な
姿
勢
で
取
り
組
ん
で
い
く
の
か
、
ま
た
さ
ら
に
、
こ
れ
以
上
の
支
店

な
ど
の
統
廃
合
は
あ
る
の
か
、
と
の
質
問
が
あ
り
、

〔
回
答
と
し
て
〕
　将
来
に
わ
た
っ
て
、
総
合
事
業
に
よ
る
組
合
員
サ
ー

ビ
ス
を
維
持
で
き
る
経
営
基
盤
を
確
立
し
、
地
域
に
根
ざ
し
地
域
に
必

要
と
さ
れ
る
協
同
組
合
の
堅
持
と
い
う
姿
勢
で
、
取
り
組
ん
で
行
く
こ

と
を
ご
説
明
し
ま
し
た
。

　
ま
た
、
合
併
に
伴
う 

支
店
・
施
設
等
の
統
廃
合
に
つ
い
て
は
、
前
の

統
廃
合
で
十
分
に 

効
率
化
・
集
約
化
が
な
さ
れ
て
い
る
と
、
考
え
て
い

る
こ
と
を
合
わ
せ
て
ご
説
明
し
、
ご
理
解
を
頂
き
ま
し
た
。

■
意
見・質
問
② 

… 

J
A
グ
ル
ー
プ
石
川
と
し
て
掲
げ
て
い
る
、
県
内

J
A
の
合
併
・
集
約
ま
で
の
ス
ケ
ジ
ュー
ル
に
つい
て
質
問
が
あ
り
、

〔
回
答
と
し
て
〕
　県
下
3
J
A
構
想
で
は
、
南
加
賀
地
域
の
J
A
加

賀
、
J
A
小
松
市
、
J
A
根
上
、
J
A
能
美
、
J
A
松
任
、
J
A
白

山
の
6
J
A
の
合
併
を
想
定
し
て
お
り
、
ま
ず
7
月
に
6
J
A
の
常
勤

役
員
に
よ
る
経
営
者
懇
談
会
を
発
足
さ
せ
、
以
後
で
き
る
限
り

早
い
時
期
に
合
併
研
究
会
を
、
さ
ら
に
続
い
て
合
併
推
進
協
議

会
を
順
次
立
ち
上
げ
て
、
令
和
4
年
4
月
1
日
の
合
併
を
目
標

に
、
研
究
・
協
議
を
進
め
て
行
く
こ
と
を
ご
説
明
し
、
ご
理
解

を
頂
き
ま
し
た
。

■
意
見・質
問
③ 
… 
合
併
の
有
無
を
問
わ
ず
、
J
A
能
美
と

し
て
組
合
員
の
た
め
に
最
大
限
、
努
力
し
続
け
て
欲
し
い
と
の
ご

要
望
が
あ
り
、

〔
回
答
と
し
て
〕
　事
業
目
的
は
、「
組
合
員
への
奉
仕
」、「
農
業

所
得
の
増
大
」、「
経
営
の
健
全
性
の
確
保
」に
あ
り
、
常
に
組
合

員
の
た
め
に
取
り
組
み
続
け
て
い
く
こ
と
が
、
事
業
目
的
の
達
成

へ
向
け
た一番
の
近
道
で
あ
る
と
考
え
て
い
る
旨
を
ご
説
明
し
、
ご

理
解
を
頂
き
ま
し
た
。

■
意
見・質
問
④ 

… 

事
業
分
量
配
当
金
は
、
正
組
合
員
・
准

組
合
員
を
問
わ
ず
同
じ
配
当
の
扱
い
と
な
っ
て
い
る
が
、
条
件
・

金
額
等
に
お
い
て
区
別
さ
れ
る
べ
き
で
は
な
い
か
と
の
意
見
と
、

ま
た
准
組
合
員
制
度
の
必
要
性
に
つい
て
質
問
が
あ
り
、

〔
回
答
と
し
て
〕
　農
協
法
に
お
い
て
、
正
組
合
員
・
准
組
合
員

の
権
利
の
違
い
は
、
議
決
権
・
選
挙
権
な
ど
ご
く
限
ら
れ
た
も
の

で
あ
り
、
事
業
を
利
用
す
る
権
利
や
剰
余
金
の
配
当
を
受
け
る

権
利
な
ど
に
つ
い
て
は
、
正
・
准
問
わ
な
い
も
の
と
な
っ
て
お
り
、

条
件
・
金
額
等
に
お
い
て
区
別
さ
れ
る
べ
き
で
は
な
い
と
、
考
え

て
い
る
旨
を
ご
説
明
し
ま
し
た
。

　
ま
た
、
地
域
に
暮
ら
す
准
組
合
員
の
皆
さ
ん
に
は
、
事
業
を

利
用
す
る
こ
と
に
よ
り
、
J
A
と
農
業
を
サ
ポ
ー
ト
す
る
大
き

な
力
で
あ
る
と
考
え
て
お
り
、
J
A
の
大
切
な
パ
ー
ト
ナ
ー
で
あ

る
こ
と
を
合
わ
せ
て
ご
説
明
し
、
ご
理
解
を
頂
き
ま
し
た
。

■
意
見・質
問
⑤ 

… 

総
代
会
資
料
の「
組
合
員
の
状
況
」に
つ
い

て
、
離
農
・
経
営
移
譲
な
ど
と
いっ
た
、
組
合
員
の
異
動
に
係
る

詳
細
を 

示
し
て
は
ど
う
か
と
の
要
望
が
あ
り
、

〔
回
答
と
し
て
〕
　資
料
の「
組
合
員
の
状
況
」に
関
す
る
様
式
に

つ
い
て
は
、
農
協
法
施
行
規
則
に
則
っ
た
様
式
に
基
づ
き
資
料
を

作
成
し
て
い
る
こ
と
を
ご
説
明
し
、
ご
理
解
を
頂
き
ま
し
た
。

■
意
見・質
問
⑥ 

… 

収
支
計
画
に
お
い
て
、
平
成
30
年
度
決

算
の
実
績
よ
り
も
高
い
計
画
と
な
って
い
る
の
は
、
事
業
量
の
ボ
リ

ュー
ム
が
増
え
る
計
画
で
あ
る
の
か
と
の
質
問
が
あ
り
、

〔
回
答
と
し
て
〕
　貯
金
や
貸
付
、
経
済
事
業
に
お
い
て
、
事
業

量
を
ボ
リ
ュー
ム
ア
ッ
プ
し
て
お
り
、
高
い
目
標
で
は
あ
る
と
思
う

が
、
組
合
員
・
地
域
の
皆
様
に
ご
利
用
し
て
頂
け
る
よ
う
、
様
々

な
工
夫
を
凝
ら
し
て
、
全
体
の
収
益
ア
ッ
プ
を
図
る
計
画
で
あ
る

こ
と
を
ご
説
明
し
、
ご
理
解
を
頂
き
ま
し
た
。

■
意
見・質
問
⑦ 

… 

辰
口
セ
ル
フ
給
油
所
に
つい
て
、
決
算
で
特

別
損
失
と
な
って
い
る
が
、
近
い
将
来
の
閉
店
な
ど
を
考
え
て
い
る

の
か
、
と
の
質
問
が
あ
り
、

〔
回
答
と
し
て
〕
　減
損
損
失
額
に
つ
い
て
は
、
会
計
ル
ー
ル
に
則

り
公
認
会
計
士
の
指
導
の
も
と
、
今
回
の
減
損
金
額
と
な
っ
た
も

の
で
、地
域
に
必
要
な
事
業
で
あ
る
限
り
、赤
字
だ
か
ら
と
いって
、

す
ぐ
に
閉
店
す
る
と
い
う
考
え
は
な
い
旨
を
ご
説
明
し
、
ご
理
解

を
頂
き
ま
し
た
。

■
意
見・質
問
⑧ 

… 

職
員
の
兼
務
が
多
い
が
、
限
ら
れ
た
職
員

の
中
で
兼
務
を
増
や
し
て
ま
で
細
分
化
し
た
組
織
を
作
る
必
要

が
あ
る
の
か
、
と
の
質
問
が
あ
り
、

〔
回
答
と
し
て
〕
　極
力
わ
か
り
や
す
い
組
織
と
し
な
け
れ
ば
い
け

な
い
と
思
っ
て
お
り
、
管
理
職
は
出
来
る
だ
け
し
ぼ
っ
て
配
置
し

て
い
る
こ
と
や
、
業
務
内
容
が
関
連
す
る
部
署
に
お
い
て
は
兼
務

と
し
て
い
る
と
こ
ろ
も
あ
る
こ
と
、
ま
た
人
材
育
成
の
観
点
か
ら

も
兼
務
と
な
る
職
員
も
い
る
旨
を
ご
説
明
し
、
ご
理
解
を
頂
き

ま
し
た
。

■
意
見・質
問
⑨ 

… 

管
理
職
に
よ
る
部
下
の
指
導
・
育
成
に
お

い
て
、
部
下
に
圧
力
を
感
じ
さ
せ
る
よ
う
な
、
少
し
行
き
過
ぎ

た
面
も
あ
る
の
で
は
な
い
か
と
の
質
問
が
あ
り
、

〔
回
答
と
し
て
〕
　適
正
を
欠
く
指
導
・
育
成
は
、
決
し
て
行
っ

て
い
な
い
旨
を
ご
説
明
す
る
と
共
に
、
今
後
も
、
日
常
の
適
正
な

O
J
T
な
ど
の
教
育
を
通
じ
て
よ
り
よ
い
人
材
育
成
と
、
ハ
ラ
ス

メ
ン
ト
の
な
い
職
場
づ
く
り
に
努
め
る
旨
を
ご
説
明
し
、
ご
理
解

を
頂
き
ま
し
た
。

以
上
が
支
店
説
明
会
に
お
け
る
質
疑
応
答
の
内
容
の
ご
報
告
で

す
。

表彰受賞者の方々

第3位 壱ツ屋生産組合（川北）
第1位 木呂場生産組合（川北）
第2位 下田子島生産組合（川北）

第3位 石子営農組合（寺井）
第1位 酒井　晶弘 様（川北）
第2位 農事組合法人 一本松（辰口）

小蔵　和浩 様（辰口）
橋本　　誠 様（中央）

左より左より 左より

第21回通常総代会開催前に、各表彰を授与させていただきました。
表彰されたのは次の方々です。おめでとうございます。

優良生産組合
表彰

支店運営功労者
表彰

転作大豆高生産
共進会表彰

た
ま
ね
ぎ
収
穫

た
ま
ね
ぎ
収
穫

　
農
業
者
の
所
得
増
大
・
農
業
生
産
の
拡
大

に
向
け
、
園
芸
振
興
作
物
の
産
地
化
に
向
け

て
取
り
組
ん
で
い
る
た
ま
ね
ぎ
の
収
穫
が
６

月
８
日（
土
）か
ら
始
ま
り
ま
し
た
。

　
昨
年
産
は
大
雪
の
影
響
で
不
作
で
し
た

が
、
本
年
産
は
暖
冬
で
好
天
に
恵
ま
れ
、
大

玉
で
甘
み
の
強
い
た
ま
ね
ぎ
を
収
穫
す
る
こ

と
が
で
き
ま
し
た
。

　
管
内
で
は
、
約
５
ha
の
圃
場
で
栽
培
さ
れ

て
お
り
、
１
８
０
ト
ン
余
り
の
出
荷
を
見
込

ん
で
い
ま
す
。
収
穫
作
業
と
並
行
し
て
専
用

乾
燥
機
で
乾
燥
さ
れ
、
選
別
さ
れ
た
た
ま
ね

ぎ
が
順
次
、
県
内
市
場
や
生
食
加
工
用
と
し

て
８
月
下
旬
ま
で
出
荷
さ
れ
ま
す
。

大
麦
初
検
査

大
麦
初
検
査

　
６
月
14
日（
金
）に
、Ｊ
Ａ
能
美
西
部
ラ
イ
ス
セ
ン
タ
ー
で
大
麦
の
初
検
査
を
実
施

し
ま
し
た
。

　
検
査
を
受
け
た
大
麦
は
５
月
28
日（
火
）か
ら
６
月
６
日（
木
）に
か
け
て
Ｊ
Ａ
能
美

管
内
で
収
穫
さ
れ
た
普
通
小
粒
大
麦「
フ
ァ
イ
バ
ー
ス
ノ
ウ
」１
，
２
５
５
ト
ン
の
内

の
40
ト
ン
で
、
農
産
物
検
査
員
の
資
格
を
有
し
た
Ｊ
Ａ
職
員
が
、
粒
の
大
き
さ
や
重

さ
、
形
、
水
分
、
空
洞
粒
や
硬
質
の
被
害
粒
が
な
い
か
検
査
し
ま
し
た
。

　
今
年
は
天
候
に
よ
る
大
き
な
被
害
も
な
く
、
収
量
、
品
質
に
つ
い
て
は
過
去
７
年

の
中
で
最
も
良
い
大
麦
と
な
り
、

検
査
の
結
果
は
整
粒
の
割
合
が

79
％
で
、
総
合
的
に
見
て
本
年

産
の
等
級
は
１
等
で
あ
る
と
評

価
し
ま
し
た
。

　
現
在
共
乾
施
設
で
調
製
作
業

を
行
っ
て
お
り
、
７
月
中
に
は

調
製
を
終
わ
り
、
全
量
検
査
が

終
了
す
る
見
込
み
で
す
。

無
人
ヘ
リ
防
除
の

実
施
に
つ
い
て

無
人
ヘ
リ
防
除
の

実
施
に
つ
い
て

○
無
人
ヘ
リ
防
除
が

　は
じ
ま
り
ま
す
。

　
防
除
作
業
は
７
月
下
旬
か
ら
８
月

上
中
旬
を
予
定
し
て
お
り
、
早
朝
５

時
頃
か
ら
正
午
近
く
ま
で
行
い
ま
す
。

　
各
地
区
の
実
施
日
に
つ
い
て
は
、

生
産
組
合
を
通
じ
て
ご
連
絡
致
し
ま

す
。

　
薬
剤
の
散
布
に
は
十
分
注
意
し
て

実
施
致
し
ま
す
の
で
、
近
隣
住
民
の

皆
様
に
は
ご
理
解
・
ご
協
力
を
よ
ろ

し
く
お
願
い
し
ま
す
。

水
稲  

１
回
目 

延
べ
６
日
間

　
　  

２
回
目 

延
べ
６
日
間

大
豆  

１
回
目 

１
日

　
　  

２
回
目 

１
日

　
　  

３
回
目 

１
日

※

天
候
や
生
育
状
況
に
よ
っ
て
、順
延
す
る

　
場
合
が
あ
り
ま
す
の
で
ご
了
承
下
さ
い
。

散
布
予
定

「皇居勤労奉仕団」
７６歳未満の健康な男女団員募集中！

令和の両陛下にご面会する機会も？！

お申し込みお取次ぎ・お問合せは
JA能美営農経済センター　【電話】0761-57-2288　吉田まで

～ 定期購読者募集！！ ～
家族みんなが読んでためになるファミリーマガジン。家庭菜園から料理、社会問題、健康、家計、連載漫画、人生相談、
そして各地のJAの取り組みの様子など、暮らしに役立つ情報が満載です！！！　当JA女性部活動でも大いに活用しています。

家族みんなで読んで学べる！ 家の光

◆以前定期購読していた方、リニューアルした家の光をまだ読んだことのない方にお勧め！
　試しに「家の光」9月号（906円）を読んでみませんか？？？

◆お試し読みのお申し込み締め切りは7月19日（金）！お届けは8月中旬です。

お試し読み（9月号）にお申し込み頂いた方には、
粗品をご用意しております。別冊付録…「ひと目でわかる栄養素図鑑＆レシピ」

特集記事…「かあちゃんのスゴイ防災術」「防災手ぬぐいで作るミニバッグ」「エコ＆節約の新常識」

女性部だより

JAN6月号に掲載しました奉仕団募集のお申込の
　　　　　　　　　　　第一次締切日は7月31日（水）です。



4JAN－ジャン－  2019.75 JAN－ジャン－  2019.7 蟹  座（6.22～7.22） 双子座（5.21～6.21）
【全体運】フットワークが軽くなりそう。学ぶ喜びを味わえるときなので、セミナーなどに参加してみて。ご近所散策も幸運
【健康運】疲れをため込まない工夫を。睡眠が大事【幸運の食べ物】車エビ

【全体運】物事が遅々として進まず、焦りが生じがち。慌てず、じっくり取り組んで。気分転換には絵画鑑賞がお勧め
【健康運】冷たい物、甘い物の取り過ぎに注意【幸運の食べ物】昆布

　令
和
元
年
6
月
22
日（
土
）午
後
1
時
30
分
よ
り
、
能
美
市
辰
口
福

祉
会
館
交
流
ホ
ー
ル
で『
第
21
回
J
A
能
美
　通
常
総
代
会
』を
開
催

し
ま
し
た
。

　当
日
は
本
人
出
席
3
0
4
名
・
代
理
人
出
席
3
名
・
書
面
議
決
書

1
0
8
名
の
出
席
者
が
確
認
さ
れ
、
当
日
現
在
の
総
代
総
数
5
2
7

名
に
対
し
て
、
定
款
に
規
定
す
る
過
半
数
を
超
え
、
こ
の
通
常
総
代

会
が
成
立
し
会
議
が
進
め
ら
れ
ま
し
た
。

　議
案
審
議
に
先
立
ち
、
支
店
運
営
功
労
者
・
優
良
生
産
組
合
・
大

豆
高
生
産
技
術
共
進
会
の
各
種
表
彰
を
行
い
ま
し
た
。

　引
き
続
き
川
向
副
組
合
長
が
開
会
の
言
葉
を
述
べ
た
後
、
土
井
代

表
理
事
組
合
長
が
次
の
よ
う
に
挨
拶
を
行
い
ま
し
た
。

　
本
日
は
、
第
二
十
一回
通
常
総
代
会
を
開
催
い
た
し
ま
し
た
と
こ
ろ
、

総
代
の
皆
様
に
は
、
何
か
と
ご
多
用
な
中
ご
出
席
を
賜
り
、
厚
く
お
礼

を
申
し
上
げ
ま
す
。

　
ま
た
、
総
代
各
位
を
は
じ
め
組
合
員
の
皆
様
に
は
、
平
素
よ
り
、

J
A
能
美
の
各
事
業
に
ご
理
解
と
ご
協
力
を
い
た
だ
い
て
お
り
ま
す
こ
と

を
、
こ
の
場
を
お
借
り
し
高
い
と
こ
ろ
で
は
あ
り
ま
す
が
、
重
ね
て
御

礼
を
申
し
上
げ
る
次
第
で
ご
ざ
い
ま
す
。

　
本
年
4
月
を
も
って
平
成
の
時
代
が
幕
を
閉
じ
ま
し
た
。
顧
み
ま
す

と
平
成
の
30
年
間
は
社
会
、
経
済
は
も
と
よ
り
、
私
た
ち
農
業
界
に
と

って
も
激
動
の
時
代
で
あ
り
ま
し
た
。
牛
肉
、
オ
レ
ン
ジ
の
市
場
開
放
に

始
ま
り
、
平
成
5
年
の
ガ
ッ
ト
農
業
交
渉
の
合
意
に
よ
る
米
の
部
分
開

放
、
平
成
7
年
の
食
管
法
の
廃
止
に
よ
る
米
の
流
通
自
由
化
、
減
反
政

策
の
廃
止
、
更
に
平
成
28
年
4
月
に
は
農
業
協
同
組
合
の
法
的
根
拠
で

あ
る
農
協
法
の
大
幅
な
改
正
等
、
正
に
政
府
の
政
策
が「
貿
易
の
自
由

化
」「
規
制
緩
和
」「
大
規
模
化
」の
3
つ
の
キ
ー
ワ
ー
ド
に
絞
ら
れ
進
め
ら

れ
て
き
ま
し
た
。

　
さ
て
、
平
成
30
年
度
に
於
け
る
農
業
、
J
A
を
取
り
巻
く
情
勢
で
は
、

貿
易
交
渉
が
矢
継
ぎ
早
に
合
意
さ
れ
、
T
P
P
11
や
E
U
と
の

E
P
A（
経
済
連
携
協
定
）が
発
効
し
、そ
の
影
響
さ
え
見
え
な
い
ま
ま
、

4
月
に
は
日
米
貿
易
協
定
交
渉
が
開
始
さ
れ
ま
し
た
。「
持
続
可
能
な

農
業
生
産
」や
先
進
国
の
中
で
極
端
に
低
い「
食
料
自
給
率
と
食
料
安

保
」と
いっ
た
本
来
国
家
的
な
課
題
に
つい
て
何
ら
議
論
も
な
さ
れ
な
い
ま

ま
合
意
さ
れ
る
こ
と
は
あ
って
は
な
ら
な
い
こ
と
で
、
農
家
組
合
員
と
と

も
に
J
A
グ
ル
ー
プ
が一体
と
な
り
、
国
民
への
理
解
を
広
げ
、
国
内
農

業
を
守
り
抜
か
ね
ば
な
り
ま
せ
ん
。

　
一方
、
J
A
改
革
で
は
本
年
3
月
に
第
28
回
J
A
全
国
大
会
が
開
催

さ
れ
、
J
A
グ
ル
ー
プ
の
指
針
と
し
た「
食
と
農
を
基
軸
と
し
て
、
地
域

に
根
ざ
し
た
協
同
組
合
」の
実
現
に
向
け
、「
創
造
的
自
己
改
革
の
実
践
」

を
テ
ー
マ
に「
持
続
可
能
な
農
業
の
実
現
」「
豊
か
で
暮
ら
し
や
す
い
地
域

社
会
の
実
現
」「
協
同
組
合
と
し
て
の
役
割
発
揮
」を
3
つ
の
基
本
目
標

と
し
て
取
り
組
む
こ
と
を
決
議
し
ま
し
た
。

　
私
た
ち
J
A
能
美
で
も
本
総
代
会
に
議
案
提
出
致
し
ま
し
た
第
7

次
中
期
経
営
計
画
を
確
実
に
進
め
て
い
く
こ
と
が
、
正
に
全
国
大
会
の

テ
ー
マ
で
あ
る「
創
造
的
自
己
改
革
の
実
践
」で
あ
る
と
考
え
て
い
ま
す
。

　
更
に
は
政
府
の
規
制
改
革
推
進
会
議
の
提
言
で
あ
っ
た「
信
用
事
業
の

分
離
、
代
理
店
化
」や「
准
組
合
員
の
利
用
規
制
」に
つい
て
は
J
A
の
営

農
活
動
の
継
続
や
地
域
に
根
ざ
し
た
協
同
組
合
で
在
り
続
け
る
為
に
全

組
合
員
が
ひ
と
し
く
利
用
可
能
な
総
合
事
業
の
堅
持
が
不
可
欠
で
あ
り

ま
す
。
組
合
員
の
組
織
で
あ
る
農
業
協
同
組
合
の
在
る
べ
き
姿
は「
組

合
員
が
決
め
る
」こ
と
で
あ
り
、
こ
の
こ
と
は
組
合
員
の
皆
様
全
員
に
実

施
さ
せ
て
い
た
だ
い
た「
J
A
自
己
改
革
に
関
す
る
ア
ン
ケ
ー
ト
」で
も
ご

理
解
を
い
た
だ
い
て
い
る
と
こ
ろ
で
す
。

　
こ
う
し
た
中
、
農
協
法
改
正
に
よ
り
、
農
協
中
央
会
は
本
年
9
月

を
期
限
に
連
合
会
へ
と
組
織
移
行
し
、
公
認
会
計
士
監
査
も
実
施
さ
れ

ま
す
。
平
成
30
年
度
は「
農
業
者
の
所
得
増
大
」「
農
業
生
産
の
拡
大
」

「
地
域
の
活
性
化
」の
目
標
を
掲
げ
た
第
6
次
中
期
経
営
計
画
の
最
終

年
度
と
し
て
取
り
組
ん
だ
結
果
、
確
実
な
成
果
も
得
る
こ
と
が
で
き
ま

し
た
。

　
事
業
活
動
の
成
果
と
し
ま
し
て
は
、
当
期
剰
余
金
で
当
初
計
画
を
概

ね
確
保
で
き
る
実
績
と
な
り
ま
し
た
。

　
こ
の
皆
様
の
ご
協
力
、
ご
理
解
で
い
た
だ
い
た
成
果
に
つ
き
ま
し
て
は
、

J
A
改
革
を
進
め
て
行
く
な
か
、
第
6
次
中
期
経
営
計
画（
平
成
28
年

度
〜
平
成
30
年
度
）を
特
別
対
策
期
間
と
し
て
、
地
域
農
業
の
持
続
的

発
展
や
生
活
活
動
を
支
援
す
る
こ
と
を
目
的
に
財
務
基
盤
の
強
化
と
併

せ
、
目
に
見
え
る
形
で
応
え
る
べ
く
、
事
業
分
量
配
当
で「
主
食
用
米

の
出
荷
」「
大
型
農
機
の
購
入
」「
自
動
車
の
購
入
」に
対
し
て
お
返
し
す

る
事
で
、
今
総
代
会
で
も
提
案
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　
い
ず
れ
に
し
ま
し
て
も
皆
様
の
ご
利
用
、
ご
支
援
の
賜
と
重
ね
て
心
よ

り
感
謝
申
し
上
げ
る
次
第
で
す
。

　
迎
え
た
令
和
元
年
度
も
、
営
農
部
門
で
は
農
地
フ
ル
活
用
に
よ
る
生

産
振
興
と
販
売
力
の
強
化
、「
産
地
づ
く
り
」に
よ
る
農
業
生
産
の
拡
大
、

担
い
手
の
育
成
・
支
援
、
農
業
への
理
解
促
進
、
農
産
物
の
消
費
拡
大

な
ど
に
、
農
業
者
と
と
も
に
強
力
に
取
り
組
み
、「
食
と
農
」を
軸
に「
安

全
・
安
心
」「
豊
か
で
暮
ら
し
や
す
い
」地
域
社
会
の
実
現
に
向
け
活
動

を
展
開
し
て
ま
い
り
ま
す
。

　
ま
た
、
地
域
の
皆
様
に
愛
さ
れ
て
い
る
J
A
グ
リ
ー
ン「
能
美
の
市
」で

は
、
園
芸
作
物
等
の
出
荷
生
産
者
の
育
成
と「
安
全
・
安
心
」な
農
産

物
の
供
給
、
6
次
産
業
・
加
工
部
門
で
は
管
内
農
産
物
の
加
工
品
開

発
に
取
り
組
む
と
と
も
に
、
園
芸
作
物
の
調
理
法
の
発
信
と
あ
わ
せ
、

地
産
地
消
に
取
り
組
ん
で
ま
い
り
ま
す
。

　
経
済
・
信
用
・
共
済
部
門
で
は
総
合
事
業
の
強
み
を
十
分
に
活
か
し

て「
食
と
農
」を
基
軸
と
し
て
組
合
員
・
利
用
者
の
皆
様
の
多
様
な
ニ
ー

ズ
に
的
確
に
応
え
る
た
め
、
よ
り
求
め
ら
れ
る
提
案
・
相
談
機
能
を
充

実
し
、
豊
か
で
暮
ら
し
や
す
い
地
域
社
会
実
現
の
た
め
の
役
割
を
担
って

ま
い
り
ま
す
。

　
J
A
能
美
が
組
合
員
・
利
用
者
の
皆
様
か
ら
必
要
と
さ
れ
る
組
織
で

あ
る
た
め
に
、
全
事
業
活
動
を
通
し
て
持
続
可
能
な
経
営
基
盤
の
強
化

を
図
り
、
地
域
に
貢
献
す
る
協
同
組
合
の
確
立
、
地
域
に
根
ざ
し
た
協

同
組
合
活
動
を
支
え
る
人
材
育
成
に
努
め
ま
す
。

　
合
わ
せ
て
、
青
壮
年
部
・
女
性
部
な
ど
地
域
活
動
の
展
開
で
組
合

員
の
皆
様
や
地
域
の
方
々
と
の
交
流
を
深
め
、
皆
様
の
貴
重
な
意
見
を

J
A
運
営
に
反
映
す
る
こ
と
で
参
加
・
参
画
活
動
を
進
め
て
ま
い
り
ま

す
。

　
更
に
は
持
続
可
能
な
農
業
の
実
現
に
も
つ
な
げ
る
第
38
次
J
A
グ
ル

ー
プ
石
川
基
本
戦
略
の
柱
で
も
あ
る
広
域
合
併
に
よ
る
経
営
基
盤
の
強

化
も
真
摯
に
取
り
組
ん
で
ま
い
り
ま
す
。

　
最
後
に
な
り
ま
し
た
が
、
組
合
員
の
皆
様
に
お
か
れ
ま
し
て
は
、

J
A
能
美
に
変
わ
ら
ぬ
ご
支
援
を
賜
り
ま
す
よ
う
お
願
い
申
し
上
げ
る

と
と
も
に
、
皆
様
と
ご
家
族
の
さ
ら
な
る
ご
繁
栄
を
祈
念
申
し
上
げ
、

ご
挨
拶
と
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

　こ
の
後
に
、
寺
井
支
店
総
代
の
中
田 

慶
志
朗
氏
が
議
長
に
選
出
さ

れ
議
案
審
議
に
移
り
ま
し
た
。
第
1
号
議
案
か
ら
第
6
号
議
案
ま
で

審
議
さ
れ
、
全
議
案
原
案
通
り
可
決
・
決
定
さ
れ
ま
し
た
。

第
1
号
議
案

　
平
成
30
年
度
事
業
報
告
及
び
剰
余
金
処
分
案
承
認
の
件

第
2
号
議
案

　
第
7
次
中
期
経
営
計
画
案
承
認
の
件

第
3
号
議
案

　
令
和
元
年
度
事
業
計
画
案
承
認
の
件

第
4
号
議
案

　
定
款
の一部
変
更
の
件

第
5
号
議
案

　
会
計
監
査
人
選
任
の
件

第
6
号
議
案

　
令
和
元
年
度
に
お
け
る
理
事
及
び
監
事
の
報
酬
に
関
す
る
件

報
告
事
項
1

　
平
成
30
年
度
貸
借
対
照
表
、
損
益
計
算
書
、
注
記
表
、
附
属
明
細

書
並
び
に
全
国
中
央
会
及
び
監
事
の
監
査
報
告
の
件
　
　

報
告
事
項
2

　
J
A
バン
ク
基
本
方
針
の
変
更
の
件

　総
代
会
及
び
支
店
説
明
会
で
、
総
代
、
組
合
員
の
皆
様
よ
り
頂
き

ま
し
た
主
な
ご
意
見
・
ご
質
問
と
そ
の
回
答
に
つ
い
て
は
以
下
の
と
お

り
で
す
。

　営
農
部
門

■
意
見・質
問
① 

… 

カ
ラ
ス
が
麦
田
を
荒
ら
す
被
害
が
あ
っ
た
が
、
大

麦
生
産
拡
大
の
取
り
組
み
と
合
わ
せ
、
カ
ラ
ス
の
被
害
対
策
の
要
望
が

あ
り
、

〔
回
答
と
し
て
〕
　現
状
の
農
作
物
の
鳥
獣
被
害
対
策
に
つ
い
て
は
、
イ

ノ
シ
シ
・
ニ
ホ
ン
シ
カ
な
ど
、
深
刻
か
つ
早
急
に
対
策
が
必
要
な
も
の
に

限
ら
れ
て
い
る
た
め
、
他
の
鳥
獣
被
害
対
策
と
合
わ
せ
、
今
後
の
検
討

課
題
と
さ
せ
て
頂
く
こ
と
で
ご
理
解
を
頂
き
ま
し
た
。

■
意
見・質
問
② 

… 

大
麦
収
穫
後
の
麦
わ
ら
を
焼
却
す
る
行
為
に
つ

い
て
、
煙
や
匂
い
等
、
地
域
環
境
への
悪
影
響
が 

問
題
視
さ
れ
て
い
る
が
、

J
A
と
し
て
、
モ
ア
に
よ
る
麦
わ
ら
、
麦
株
の
粉
砕
化
な
ど
、
麦
わ
ら

焼
却
の
代
替
処
置
を 

推
奨
す
る
考
え
方
は
な
い
か
、と
の
質
問
が
あ
り
、

〔
回
答
と
し
て
〕
　当
J
A
で
は
平
成
27
年
か
ら「
麦
・
大
豆
の
本
作
化

推
進
方
策
」と
し
て
、
J
A
独
自
で
生
産
者
の
機
械
導
入
助
成
事
業
を

行
っ
て
お
り
、
モ
ア
を
助
成
対
象
と
す
る
こ
と
も
含
め
て
、
代
替
方
策

を
検
討
さ
せ
て
頂
く
こ
と
で
、
ご
理
解
を
頂
き
ま
し
た
。

　経
済
部
門

■
意
見・質
問 

… 

J
A
グ
リ
ー
ン
能
美
に
つ
い
て
、
3
年
前
の
平
成
28

年
度
か
ら
売
上
高
が
頭
打
ち
に
な
って
い
る
中
、
第
7
次
の
3
ヵ
年
計
画

で
は
売
り
上
げ
を
増
加
さ
せ
る
計
画
と
な
っ
て
い
る
が
、
具
体
的
な
方

策
は
何
か
、
と
の
質
問
が
あ
り
、

〔
回
答
と
し
て
〕
　J
A
グ
リ
ー
ン
能
美
で
は
、
地
元
の
生
産
者
が
作
っ
た

新
鮮
で
良
質
な
野
菜
な
ど
を
地
域
の
皆
さ
ん
に
消
費
し
て
頂
く
、
産
直

型
店
舗
運
営
を
地
道
に
続
け
、
業
績
向
上
に
繋
げ
て
い
く
こ
と
を
ご
説

明
し
、
ご
理
解
を
頂
き
ま
し
た
。

　経
営
企
画
部
門

■
意
見・質
問
① 

… 

広
域
合
併
を
基
本
と
し
た
組
織
整
備
に
取
り
組

む
と
あ
る
が
、
J
A
能
美
と
し
て 

今
後
広
域
合
併
に
対
し
、
ど
の
よ

う
な
姿
勢
で
取
り
組
ん
で
い
く
の
か
、
ま
た
さ
ら
に
、
こ
れ
以
上
の
支
店

な
ど
の
統
廃
合
は
あ
る
の
か
、
と
の
質
問
が
あ
り
、

〔
回
答
と
し
て
〕
　将
来
に
わ
た
っ
て
、
総
合
事
業
に
よ
る
組
合
員
サ
ー

ビ
ス
を
維
持
で
き
る
経
営
基
盤
を
確
立
し
、
地
域
に
根
ざ
し
地
域
に
必

要
と
さ
れ
る
協
同
組
合
の
堅
持
と
い
う
姿
勢
で
、
取
り
組
ん
で
行
く
こ

と
を
ご
説
明
し
ま
し
た
。

　
ま
た
、
合
併
に
伴
う 

支
店
・
施
設
等
の
統
廃
合
に
つ
い
て
は
、
前
の

統
廃
合
で
十
分
に 

効
率
化
・
集
約
化
が
な
さ
れ
て
い
る
と
、
考
え
て
い

る
こ
と
を
合
わ
せ
て
ご
説
明
し
、
ご
理
解
を
頂
き
ま
し
た
。

■
意
見・質
問
② 

… 

J
A
グ
ル
ー
プ
石
川
と
し
て
掲
げ
て
い
る
、
県
内

J
A
の
合
併
・
集
約
ま
で
の
ス
ケ
ジ
ュー
ル
に
つい
て
質
問
が
あ
り
、

〔
回
答
と
し
て
〕
　県
下
3
J
A
構
想
で
は
、
南
加
賀
地
域
の
J
A
加

賀
、
J
A
小
松
市
、
J
A
根
上
、
J
A
能
美
、
J
A
松
任
、
J
A
白

山
の
6
J
A
の
合
併
を
想
定
し
て
お
り
、
ま
ず
7
月
に
6
J
A
の
常
勤

役
員
に
よ
る
経
営
者
懇
談
会
を
発
足
さ
せ
、
以
後
で
き
る
限
り

早
い
時
期
に
合
併
研
究
会
を
、
さ
ら
に
続
い
て
合
併
推
進
協
議

会
を
順
次
立
ち
上
げ
て
、
令
和
4
年
4
月
1
日
の
合
併
を
目
標

に
、
研
究
・
協
議
を
進
め
て
行
く
こ
と
を
ご
説
明
し
、
ご
理
解

を
頂
き
ま
し
た
。

■
意
見・質
問
③ 

… 

合
併
の
有
無
を
問
わ
ず
、
J
A
能
美
と

し
て
組
合
員
の
た
め
に
最
大
限
、
努
力
し
続
け
て
欲
し
い
と
の
ご

要
望
が
あ
り
、

〔
回
答
と
し
て
〕
　事
業
目
的
は
、「
組
合
員
への
奉
仕
」、「
農
業

所
得
の
増
大
」、「
経
営
の
健
全
性
の
確
保
」に
あ
り
、
常
に
組
合

員
の
た
め
に
取
り
組
み
続
け
て
い
く
こ
と
が
、
事
業
目
的
の
達
成

へ
向
け
た一番
の
近
道
で
あ
る
と
考
え
て
い
る
旨
を
ご
説
明
し
、
ご

理
解
を
頂
き
ま
し
た
。

■
意
見・質
問
④ 

… 

事
業
分
量
配
当
金
は
、
正
組
合
員
・
准

組
合
員
を
問
わ
ず
同
じ
配
当
の
扱
い
と
な
っ
て
い
る
が
、
条
件
・

金
額
等
に
お
い
て
区
別
さ
れ
る
べ
き
で
は
な
い
か
と
の
意
見
と
、

ま
た
准
組
合
員
制
度
の
必
要
性
に
つい
て
質
問
が
あ
り
、

〔
回
答
と
し
て
〕
　農
協
法
に
お
い
て
、
正
組
合
員
・
准
組
合
員

の
権
利
の
違
い
は
、
議
決
権
・
選
挙
権
な
ど
ご
く
限
ら
れ
た
も
の

で
あ
り
、
事
業
を
利
用
す
る
権
利
や
剰
余
金
の
配
当
を
受
け
る

権
利
な
ど
に
つ
い
て
は
、
正
・
准
問
わ
な
い
も
の
と
な
っ
て
お
り
、

条
件
・
金
額
等
に
お
い
て
区
別
さ
れ
る
べ
き
で
は
な
い
と
、
考
え

て
い
る
旨
を
ご
説
明
し
ま
し
た
。

　
ま
た
、
地
域
に
暮
ら
す
准
組
合
員
の
皆
さ
ん
に
は
、
事
業
を

利
用
す
る
こ
と
に
よ
り
、
J
A
と
農
業
を
サ
ポ
ー
ト
す
る
大
き

な
力
で
あ
る
と
考
え
て
お
り
、
J
A
の
大
切
な
パ
ー
ト
ナ
ー
で
あ

る
こ
と
を
合
わ
せ
て
ご
説
明
し
、
ご
理
解
を
頂
き
ま
し
た
。

■
意
見・質
問
⑤ 

… 

総
代
会
資
料
の「
組
合
員
の
状
況
」に
つ
い

て
、
離
農
・
経
営
移
譲
な
ど
と
いっ
た
、
組
合
員
の
異
動
に
係
る

詳
細
を 

示
し
て
は
ど
う
か
と
の
要
望
が
あ
り
、

〔
回
答
と
し
て
〕
　資
料
の「
組
合
員
の
状
況
」に
関
す
る
様
式
に

つ
い
て
は
、
農
協
法
施
行
規
則
に
則
っ
た
様
式
に
基
づ
き
資
料
を

作
成
し
て
い
る
こ
と
を
ご
説
明
し
、
ご
理
解
を
頂
き
ま
し
た
。

■
意
見・質
問
⑥ 

… 

収
支
計
画
に
お
い
て
、
平
成
30
年
度
決

算
の
実
績
よ
り
も
高
い
計
画
と
な
って
い
る
の
は
、
事
業
量
の
ボ
リ

ュー
ム
が
増
え
る
計
画
で
あ
る
の
か
と
の
質
問
が
あ
り
、

〔
回
答
と
し
て
〕
　貯
金
や
貸
付
、
経
済
事
業
に
お
い
て
、
事
業

量
を
ボ
リ
ュー
ム
ア
ッ
プ
し
て
お
り
、
高
い
目
標
で
は
あ
る
と
思
う

が
、
組
合
員
・
地
域
の
皆
様
に
ご
利
用
し
て
頂
け
る
よ
う
、
様
々

な
工
夫
を
凝
ら
し
て
、
全
体
の
収
益
ア
ッ
プ
を
図
る
計
画
で
あ
る

こ
と
を
ご
説
明
し
、
ご
理
解
を
頂
き
ま
し
た
。

■
意
見・質
問
⑦ 

… 

辰
口
セ
ル
フ
給
油
所
に
つい
て
、
決
算
で
特

別
損
失
と
な
って
い
る
が
、
近
い
将
来
の
閉
店
な
ど
を
考
え
て
い
る

の
か
、
と
の
質
問
が
あ
り
、

〔
回
答
と
し
て
〕
　減
損
損
失
額
に
つ
い
て
は
、
会
計
ル
ー
ル
に
則

り
公
認
会
計
士
の
指
導
の
も
と
、
今
回
の
減
損
金
額
と
な
っ
た
も

の
で
、地
域
に
必
要
な
事
業
で
あ
る
限
り
、赤
字
だ
か
ら
と
いって
、

す
ぐ
に
閉
店
す
る
と
い
う
考
え
は
な
い
旨
を
ご
説
明
し
、
ご
理
解

を
頂
き
ま
し
た
。

■
意
見・質
問
⑧ 

… 

職
員
の
兼
務
が
多
い
が
、
限
ら
れ
た
職
員

の
中
で
兼
務
を
増
や
し
て
ま
で
細
分
化
し
た
組
織
を
作
る
必
要

が
あ
る
の
か
、
と
の
質
問
が
あ
り
、

〔
回
答
と
し
て
〕
　極
力
わ
か
り
や
す
い
組
織
と
し
な
け
れ
ば
い
け

な
い
と
思
っ
て
お
り
、
管
理
職
は
出
来
る
だ
け
し
ぼ
っ
て
配
置
し

て
い
る
こ
と
や
、
業
務
内
容
が
関
連
す
る
部
署
に
お
い
て
は
兼
務

と
し
て
い
る
と
こ
ろ
も
あ
る
こ
と
、
ま
た
人
材
育
成
の
観
点
か
ら

も
兼
務
と
な
る
職
員
も
い
る
旨
を
ご
説
明
し
、
ご
理
解
を
頂
き

ま
し
た
。

■
意
見・質
問
⑨ 

… 

管
理
職
に
よ
る
部
下
の
指
導
・
育
成
に
お

い
て
、
部
下
に
圧
力
を
感
じ
さ
せ
る
よ
う
な
、
少
し
行
き
過
ぎ

た
面
も
あ
る
の
で
は
な
い
か
と
の
質
問
が
あ
り
、

〔
回
答
と
し
て
〕
　適
正
を
欠
く
指
導
・
育
成
は
、
決
し
て
行
っ

て
い
な
い
旨
を
ご
説
明
す
る
と
共
に
、
今
後
も
、
日
常
の
適
正
な

O
J
T
な
ど
の
教
育
を
通
じ
て
よ
り
よ
い
人
材
育
成
と
、
ハ
ラ
ス

メ
ン
ト
の
な
い
職
場
づ
く
り
に
努
め
る
旨
を
ご
説
明
し
、
ご
理
解

を
頂
き
ま
し
た
。

以
上
が
支
店
説
明
会
に
お
け
る
質
疑
応
答
の
内
容
の
ご
報
告
で

す
。

表彰受賞者の方々

第3位 壱ツ屋生産組合（川北）
第1位 木呂場生産組合（川北）
第2位 下田子島生産組合（川北）

第3位 石子営農組合（寺井）
第1位 酒井　晶弘 様（川北）
第2位 農事組合法人 一本松（辰口）

小蔵　和浩 様（辰口）
橋本　　誠 様（中央）

左より左より 左より

第21回通常総代会開催前に、各表彰を授与させていただきました。
表彰されたのは次の方々です。おめでとうございます。

優良生産組合
表彰

支店運営功労者
表彰

転作大豆高生産
共進会表彰

た
ま
ね
ぎ
収
穫

た
ま
ね
ぎ
収
穫

　
農
業
者
の
所
得
増
大
・
農
業
生
産
の
拡
大

に
向
け
、
園
芸
振
興
作
物
の
産
地
化
に
向
け

て
取
り
組
ん
で
い
る
た
ま
ね
ぎ
の
収
穫
が
６

月
８
日（
土
）か
ら
始
ま
り
ま
し
た
。

　
昨
年
産
は
大
雪
の
影
響
で
不
作
で
し
た

が
、
本
年
産
は
暖
冬
で
好
天
に
恵
ま
れ
、
大

玉
で
甘
み
の
強
い
た
ま
ね
ぎ
を
収
穫
す
る
こ

と
が
で
き
ま
し
た
。

　
管
内
で
は
、
約
５
ha
の
圃
場
で
栽
培
さ
れ

て
お
り
、
１
８
０
ト
ン
余
り
の
出
荷
を
見
込

ん
で
い
ま
す
。
収
穫
作
業
と
並
行
し
て
専
用

乾
燥
機
で
乾
燥
さ
れ
、
選
別
さ
れ
た
た
ま
ね

ぎ
が
順
次
、
県
内
市
場
や
生
食
加
工
用
と
し

て
８
月
下
旬
ま
で
出
荷
さ
れ
ま
す
。

大
麦
初
検
査

大
麦
初
検
査

　
６
月
14
日（
金
）に
、Ｊ
Ａ
能
美
西
部
ラ
イ
ス
セ
ン
タ
ー
で
大
麦
の
初
検
査
を
実
施

し
ま
し
た
。

　
検
査
を
受
け
た
大
麦
は
５
月
28
日（
火
）か
ら
６
月
６
日（
木
）に
か
け
て
Ｊ
Ａ
能
美

管
内
で
収
穫
さ
れ
た
普
通
小
粒
大
麦「
フ
ァ
イ
バ
ー
ス
ノ
ウ
」１
，
２
５
５
ト
ン
の
内

の
40
ト
ン
で
、
農
産
物
検
査
員
の
資
格
を
有
し
た
Ｊ
Ａ
職
員
が
、
粒
の
大
き
さ
や
重

さ
、
形
、
水
分
、
空
洞
粒
や
硬
質
の
被
害
粒
が
な
い
か
検
査
し
ま
し
た
。

　
今
年
は
天
候
に
よ
る
大
き
な
被
害
も
な
く
、
収
量
、
品
質
に
つ
い
て
は
過
去
７
年

の
中
で
最
も
良
い
大
麦
と
な
り
、

検
査
の
結
果
は
整
粒
の
割
合
が

79
％
で
、
総
合
的
に
見
て
本
年

産
の
等
級
は
１
等
で
あ
る
と
評

価
し
ま
し
た
。

　
現
在
共
乾
施
設
で
調
製
作
業

を
行
っ
て
お
り
、
７
月
中
に
は

調
製
を
終
わ
り
、
全
量
検
査
が

終
了
す
る
見
込
み
で
す
。

無
人
ヘ
リ
防
除
の

実
施
に
つ
い
て

無
人
ヘ
リ
防
除
の

実
施
に
つ
い
て

○
無
人
ヘ
リ
防
除
が

　は
じ
ま
り
ま
す
。

　
防
除
作
業
は
７
月
下
旬
か
ら
８
月

上
中
旬
を
予
定
し
て
お
り
、
早
朝
５

時
頃
か
ら
正
午
近
く
ま
で
行
い
ま
す
。

　
各
地
区
の
実
施
日
に
つ
い
て
は
、

生
産
組
合
を
通
じ
て
ご
連
絡
致
し
ま

す
。

　
薬
剤
の
散
布
に
は
十
分
注
意
し
て

実
施
致
し
ま
す
の
で
、
近
隣
住
民
の

皆
様
に
は
ご
理
解
・
ご
協
力
を
よ
ろ

し
く
お
願
い
し
ま
す
。

水
稲  

１
回
目 

延
べ
６
日
間

　
　  

２
回
目 

延
べ
６
日
間

大
豆  

１
回
目 

１
日

　
　  

２
回
目 

１
日

　
　  

３
回
目 

１
日

※

天
候
や
生
育
状
況
に
よ
っ
て
、順
延
す
る

　
場
合
が
あ
り
ま
す
の
で
ご
了
承
下
さ
い
。

散
布
予
定

「皇居勤労奉仕団」
７６歳未満の健康な男女団員募集中！

令和の両陛下にご面会する機会も？！

お申し込みお取次ぎ・お問合せは
JA能美営農経済センター　【電話】0761-57-2288　吉田まで

～ 定期購読者募集！！ ～
家族みんなが読んでためになるファミリーマガジン。家庭菜園から料理、社会問題、健康、家計、連載漫画、人生相談、
そして各地のJAの取り組みの様子など、暮らしに役立つ情報が満載です！！！　当JA女性部活動でも大いに活用しています。

家族みんなで読んで学べる！ 家の光

◆以前定期購読していた方、リニューアルした家の光をまだ読んだことのない方にお勧め！
　試しに「家の光」9月号（906円）を読んでみませんか？？？

◆お試し読みのお申し込み締め切りは7月19日（金）！お届けは8月中旬です。

お試し読み（9月号）にお申し込み頂いた方には、
粗品をご用意しております。別冊付録…「ひと目でわかる栄養素図鑑＆レシピ」

特集記事…「かあちゃんのスゴイ防災術」「防災手ぬぐいで作るミニバッグ」「エコ＆節約の新常識」

女性部だより

JAN6月号に掲載しました奉仕団募集のお申込の
　　　　　　　　　　　第一次締切日は7月31日（水）です。



6JAN－ジャン－  2019.77 JAN－ジャン－  2019.7 獅子座（7.23～8.22）乙女座（8.23～9.22）
【全体運】勢いのある月。やってみたいことに積極的にチャレンジを。自分の考えやプランを伝えると協力してもらえそう
【健康運】体力の過信はNG。適度に休息を取って【幸運の食べ物】イチジク

【全体運】何となくモヤモヤしやすいかも。好きなことを楽しみ、気持ちを明るく変えてみて。デトックスにもツキあり
【健康運】運動不足を解消すると好転。ヨガが最適【幸運の食べ物】シシトウ

女性部だより

　2日に分かれて総勢63名の部員が「こけだま」作りに挑戦しました。「こけだま」
とは植物の根を土で包み、そのまわりに苔を張り付け糸で固定したものです。盆
栽とはまた違った雰囲気で、近年インテリアのひとつとしてとても人気があります。
　講師として小松市の吉田農園代表の吉田一義

氏を迎え、実演を交えながらの説明の後、参加者は各々作業にとりかかりました。最
初にケト土（粘土質の土）2kgと赤土500gを混ぜ、水を少しずつ加えながら練りこむよ
うにさらに混ぜる作業を15分程度行いました。この工程が全工程の中で一番大変かつ
重要なところで、土が直径20cmくらいの大きさの団子にまとまるまで、女性部員達
は懸命にこねていました。次に2種類の植物（今回は西洋シダ、ポトス、テーブルヤシ
を用意）の根に、湿らせた水苔を少量巻き、土団子の好きな場所に差し込み固定します。
そして団子の周りに水苔を張り付けて、苔が落ちてこないようにテグス糸（ナイロン製
の透明な糸）を数回巻きます。思ったよりもかなり大きな「こけだま」になりましたが、
差し込んだ植物のバランスによっては見た目にも涼しげな風情のある作品になりまし
た。部員の中には土を二つに分け、小さな「こけだま」を作るなど工夫している方もい
ました。初めて作る方がほとんどで、土をこねるのは大変だったけどとても楽しかった、
自分で「こけだま」を作ることができて嬉しいと喜んでおられました。

グリーンレディースカレッジ④

★ 涼感たっぷり「こけだま」作り ★
6月19日（水）、20日（木）　中央育苗センター（中央支店の隣）

　手芸好きの部員60名が午前
と午後に分かれて集まり、簡
単!!ペットボトルカバー作りを
楽しみました。女性部の小水
部長が作り方を説明し、部員
達は7種類の柄のキルト布から

1種類選び、保温の効く裏布と合わせて型取りし、縫
い合わせていきました。部員達は作り方の説明を聞いただけで頭の中でイメージが出来るようで、手際よく作り上げました。

◆ 手芸サークル（第1回）「ペットボトルカバー」の制作 ◆
6月28日（金）　本店2階

　部員28名が、北陸電力さんのご協力によりバスで志賀方面へ向かいました。
車中では北陸電力のスタッフさんによる、日本のエネルギー問題や原子力発電所
について3.11の原発事故にも触れながらのお話やビデオによる学習をしました。
参加者はアリス館や原発施設の見学を通して志賀原発は自分たちの住む場所か
ら遠いが身近な問題として捉え、エネルギーは使い放題ではなく「資源は有限」
と考え、節電やエコにも取り組まなければならないと改めて感じたようでした。

◆ 辰口支部「志賀原発見学会」 ◆
6月19日（水）　アリス館志賀・志賀原発・薔薇観音・道の駅のと千里浜

　今年も恒例のゴキブリ団子作りに29名の部員が参加しました。初めて参加する部
員もいて、先輩部員が初心者部員に作り方を教えました。持参した玉ねぎをミキサー
にかけ、ボウルの中でホウ酸などの材料と混ぜ合わせます。作業はここまでですが、
各自家に帰ったらタマゴの空ケースのくぼみに材料を入れ自然乾燥させ、ハサミで1個
ずつ切り分けてゴキブリスポットに設置するだけです。ゴキブリに効果があるのを実
感するので、毎年この時期の年中行事だと多くの部員が口をそろえて言います。

◆ 寺井支部「ゴキブリ団子作り」 ◆
6月20日（木）　寺井支店倉庫内

　JAグリーン能美の花屋さん（花卉農園）の太田さんの指導により、部員29名が寄せ
植えを楽しみました。ハーブはローズマリー、チェリーセージなど6～7種類ほど用意
していただき、中には料理やハーブティーに使えるものもありました。参加者は3種類
のハーブを選び、鉢にバランスよく寄せ植えしていきました。さらに太田さんからはハ
ーブを上手に長く育てていく方法と注意事項（※）の説明を受け、部員達はこれから料
理やお風呂、ポプリ（芳香剤）などに利用していきたいとワクワクした様子でした。

現在、Aコープマーク品などを扱う『共同購入運動期間中』です。各支店窓口に詳しいカタログがあります。7月末日
まで運動価格で販売していますので、ぜひこの機会にご注文ください。

◆ 中央支部「ハーブの寄せ植え」 ◆
6月6日（木）　本店ラック倉庫

女性部だより

グリーンレディース
カレッジ②

今後の予定

フレッシュカレッジ

牛乳にまつわるお話と、簡単に出来る牛乳もちを作ります。
そのほか牛乳レシピも紹介！

〈講師〉 アイ・ミルク北陸　橋本 理津子 氏
〈会費〉 無料
〈定員〉 10名ほど（ご主人/お子様の出席可）

～ 夏休みだよ！
　　　親子で参加しよう ～参加者募集!

若い世代（20代～40代）の女性を対象に、くらしに役立つ講習会や教室を開催しています。

◆お申込み時には、必ず出席人数をお知らせ下さい。◆

7月30日（火）10:00～12:00
〈場所〉 営農経済センター（JAグリーン横）

牛乳のお話とおやつ作り

8月1日（木）
中央支部 「ブドウ狩りを通して地産地消を考える研修会」　加賀市内

（営農経済部　女性部事務局 ： 吉田）まで
お気軽にお電話ください。☎0761-57-2288女性部・フレッシュカレッジ・家の光

などに関するお問合せ、お申込みは

JA能美女性部では支部活動やグリーンレディース活動、さらに手芸サークル活動が盛んです。今からでも遅くはあり
ませんので、新たに活動に参加いただける女性部会員の募集をしています。お気軽に最寄りの支店までお申し込み
ください。たくさんのお申し込みお待ちしております。

※ミント系のハーブは妊娠中・授乳中の方が料理やお茶で口にするのは良くないので十分に注意しなければなりません。

運動価格で販売していますので、ぜひこの機会に
ご注文ください。各支店窓口に詳しいカタログがあります。
秋の運動は10月からです。

Aコープマーク品などを扱う
『春の共同購入運動』は7月末日まで！
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【全体運】勢いのある月。やってみたいことに積極的にチャレンジを。自分の考えやプランを伝えると協力してもらえそう
【健康運】体力の過信はNG。適度に休息を取って【幸運の食べ物】イチジク

【全体運】何となくモヤモヤしやすいかも。好きなことを楽しみ、気持ちを明るく変えてみて。デトックスにもツキあり
【健康運】運動不足を解消すると好転。ヨガが最適【幸運の食べ物】シシトウ

女性部だより

　2日に分かれて総勢63名の部員が「こけだま」作りに挑戦しました。「こけだま」
とは植物の根を土で包み、そのまわりに苔を張り付け糸で固定したものです。盆
栽とはまた違った雰囲気で、近年インテリアのひとつとしてとても人気があります。
　講師として小松市の吉田農園代表の吉田一義

氏を迎え、実演を交えながらの説明の後、参加者は各々作業にとりかかりました。最
初にケト土（粘土質の土）2kgと赤土500gを混ぜ、水を少しずつ加えながら練りこむよ
うにさらに混ぜる作業を15分程度行いました。この工程が全工程の中で一番大変かつ
重要なところで、土が直径20cmくらいの大きさの団子にまとまるまで、女性部員達
は懸命にこねていました。次に2種類の植物（今回は西洋シダ、ポトス、テーブルヤシ
を用意）の根に、湿らせた水苔を少量巻き、土団子の好きな場所に差し込み固定します。
そして団子の周りに水苔を張り付けて、苔が落ちてこないようにテグス糸（ナイロン製
の透明な糸）を数回巻きます。思ったよりもかなり大きな「こけだま」になりましたが、
差し込んだ植物のバランスによっては見た目にも涼しげな風情のある作品になりまし
た。部員の中には土を二つに分け、小さな「こけだま」を作るなど工夫している方もい
ました。初めて作る方がほとんどで、土をこねるのは大変だったけどとても楽しかった、
自分で「こけだま」を作ることができて嬉しいと喜んでおられました。

グリーンレディースカレッジ④

★ 涼感たっぷり「こけだま」作り ★
6月19日（水）、20日（木）　中央育苗センター（中央支店の隣）

　手芸好きの部員60名が午前
と午後に分かれて集まり、簡
単!!ペットボトルカバー作りを
楽しみました。女性部の小水
部長が作り方を説明し、部員
達は7種類の柄のキルト布から

1種類選び、保温の効く裏布と合わせて型取りし、縫
い合わせていきました。部員達は作り方の説明を聞いただけで頭の中でイメージが出来るようで、手際よく作り上げました。

◆ 手芸サークル（第1回）「ペットボトルカバー」の制作 ◆
6月28日（金）　本店2階

　部員28名が、北陸電力さんのご協力によりバスで志賀方面へ向かいました。
車中では北陸電力のスタッフさんによる、日本のエネルギー問題や原子力発電所
について3.11の原発事故にも触れながらのお話やビデオによる学習をしました。
参加者はアリス館や原発施設の見学を通して志賀原発は自分たちの住む場所か
ら遠いが身近な問題として捉え、エネルギーは使い放題ではなく「資源は有限」
と考え、節電やエコにも取り組まなければならないと改めて感じたようでした。

◆ 辰口支部「志賀原発見学会」 ◆
6月19日（水）　アリス館志賀・志賀原発・薔薇観音・道の駅のと千里浜

　今年も恒例のゴキブリ団子作りに29名の部員が参加しました。初めて参加する部
員もいて、先輩部員が初心者部員に作り方を教えました。持参した玉ねぎをミキサー
にかけ、ボウルの中でホウ酸などの材料と混ぜ合わせます。作業はここまでですが、
各自家に帰ったらタマゴの空ケースのくぼみに材料を入れ自然乾燥させ、ハサミで1個
ずつ切り分けてゴキブリスポットに設置するだけです。ゴキブリに効果があるのを実
感するので、毎年この時期の年中行事だと多くの部員が口をそろえて言います。

◆ 寺井支部「ゴキブリ団子作り」 ◆
6月20日（木）　寺井支店倉庫内

　JAグリーン能美の花屋さん（花卉農園）の太田さんの指導により、部員29名が寄せ
植えを楽しみました。ハーブはローズマリー、チェリーセージなど6～7種類ほど用意
していただき、中には料理やハーブティーに使えるものもありました。参加者は3種類
のハーブを選び、鉢にバランスよく寄せ植えしていきました。さらに太田さんからはハ
ーブを上手に長く育てていく方法と注意事項（※）の説明を受け、部員達はこれから料
理やお風呂、ポプリ（芳香剤）などに利用していきたいとワクワクした様子でした。

現在、Aコープマーク品などを扱う『共同購入運動期間中』です。各支店窓口に詳しいカタログがあります。7月末日
まで運動価格で販売していますので、ぜひこの機会にご注文ください。

◆ 中央支部「ハーブの寄せ植え」 ◆
6月6日（木）　本店ラック倉庫

女性部だより

グリーンレディース
カレッジ②

今後の予定

フレッシュカレッジ

牛乳にまつわるお話と、簡単に出来る牛乳もちを作ります。
そのほか牛乳レシピも紹介！

〈講師〉 アイ・ミルク北陸　橋本 理津子 氏
〈会費〉 無料
〈定員〉 10名ほど（ご主人/お子様の出席可）

～ 夏休みだよ！
　　　親子で参加しよう ～参加者募集!

若い世代（20代～40代）の女性を対象に、くらしに役立つ講習会や教室を開催しています。

◆お申込み時には、必ず出席人数をお知らせ下さい。◆

7月30日（火）10:00～12:00
〈場所〉 営農経済センター（JAグリーン横）

牛乳のお話とおやつ作り

8月1日（木）
中央支部 「ブドウ狩りを通して地産地消を考える研修会」　加賀市内

（営農経済部　女性部事務局 ： 吉田）まで
お気軽にお電話ください。☎0761-57-2288女性部・フレッシュカレッジ・家の光

などに関するお問合せ、お申込みは

JA能美女性部では支部活動やグリーンレディース活動、さらに手芸サークル活動が盛んです。今からでも遅くはあり
ませんので、新たに活動に参加いただける女性部会員の募集をしています。お気軽に最寄りの支店までお申し込み
ください。たくさんのお申し込みお待ちしております。

※ミント系のハーブは妊娠中・授乳中の方が料理やお茶で口にするのは良くないので十分に注意しなければなりません。

運動価格で販売していますので、ぜひこの機会に
ご注文ください。各支店窓口に詳しいカタログがあります。
秋の運動は10月からです。

Aコープマーク品などを扱う
『春の共同購入運動』は7月末日まで！
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【全体運】人との交流から良い刺激を受けられます。飲み会など、出会いの機会も大切に。思い切ったイメチェンもラッキー
【健康運】体質に合う食材やサプリメントが見つかる予感【幸運の食べ物】モロヘイヤ

【全体運】自己流に固執せず、視野を広げましょう。柔軟な発想が運気上昇の鍵。ガーデニングや盆栽を始めるのもグッド
【健康運】日焼け止め対策は万全に。曇りでも徹底【幸運の食べ物】イワシ

支　店　紹　介

辰口支店は『それぞれが違う個性を持つ』十人十色の職員が集まる支店です。

共通して言えるのは、職員一人一人が貯金・共済・購買などの複数分野の業務に対応でき、

お客様からの相談からご用命まで、最後まで誠心誠意尽くすことができます。

お気軽に、ご相談ください！！　全力でご対応致します！！

お客様の気持ちに寄り添う

辰口支店

相続に関する
　 疑問・不安を解消！

相続・財産個別無料相談会開催

　6月1日（土）にJA能美本店で相続・財産個別無料相談会を開催しました。相談会当日は1級ファイナンシャル・プ
ランニング技能士の上田亨氏を講師としてお迎えし、それぞれが抱える相続や贈与、事業承継等の様々な疑問や心
配事について1組当たり約1時間とたっぷりと時間をとり、今後の対策や方針を一緒に考えました。また、相続が発
生した場合を想定して考えていく内に、遺産分割時に揉めそうな相続人関係図が見えてきたり、資産の多くが土地
であることが原因で現状のままでは遺産分割がしにくい等の問題が見えてきたといったケースもあり、あまり意識し
ていないことが重大な問題点として浮かび上がってきました。
　ご自身や家族の相続や財産について考える事に早すぎる事はなく、定期的に「資
産の棚卸し」を行うことが大切なことです。早めに考える事で、暦年贈与がより相
続税対策として効果的となったり、共済を活用した相続対策が行え、「争族」を防ぐ
ことができます。
　JA能美では各支店をはじめ、本店お客様相談センターでも相続相談・資産活用
支援等の様々なことについて安心して、いつでもご相談頂けますので、お気軽に
お問い合わせ下さい。

相続・財産
個別無料
相談会開催

相続・贈与・年金・
税務等についての相談は─ TEL  0761－57－3505

JA能美　お客様相談センター

辰口支店は支店長、次長をはじめ、信
用窓口4名、共済窓口2名、金融渉外4
名、LA5名、事業推進1名で日々の業
務に取り組んでおります。組合員の皆
様がご来店されて、居心地の良い支
店と感じて頂けるように、精進してま
いりますのでよろしくお願いします。

６次だより
　ＪＡ能美産の特産物を使用し「安全、安心な加工品作り運動」に取り組んでます。
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【全体運】自己流に固執せず、視野を広げましょう。柔軟な発想が運気上昇の鍵。ガーデニングや盆栽を始めるのもグッド
【健康運】日焼け止め対策は万全に。曇りでも徹底【幸運の食べ物】イワシ

支　店　紹　介

辰口支店は『それぞれが違う個性を持つ』十人十色の職員が集まる支店です。

共通して言えるのは、職員一人一人が貯金・共済・購買などの複数分野の業務に対応でき、

お客様からの相談からご用命まで、最後まで誠心誠意尽くすことができます。

お気軽に、ご相談ください！！　全力でご対応致します！！

お客様の気持ちに寄り添う

辰口支店

相続に関する
　 疑問・不安を解消！

相続・財産個別無料相談会開催

　6月1日（土）にJA能美本店で相続・財産個別無料相談会を開催しました。相談会当日は1級ファイナンシャル・プ
ランニング技能士の上田亨氏を講師としてお迎えし、それぞれが抱える相続や贈与、事業承継等の様々な疑問や心
配事について1組当たり約1時間とたっぷりと時間をとり、今後の対策や方針を一緒に考えました。また、相続が発
生した場合を想定して考えていく内に、遺産分割時に揉めそうな相続人関係図が見えてきたり、資産の多くが土地
であることが原因で現状のままでは遺産分割がしにくい等の問題が見えてきたといったケースもあり、あまり意識し
ていないことが重大な問題点として浮かび上がってきました。
　ご自身や家族の相続や財産について考える事に早すぎる事はなく、定期的に「資
産の棚卸し」を行うことが大切なことです。早めに考える事で、暦年贈与がより相
続税対策として効果的となったり、共済を活用した相続対策が行え、「争族」を防ぐ
ことができます。
　JA能美では各支店をはじめ、本店お客様相談センターでも相続相談・資産活用
支援等の様々なことについて安心して、いつでもご相談頂けますので、お気軽に
お問い合わせ下さい。

相続・財産
個別無料
相談会開催

相続・贈与・年金・
税務等についての相談は─ TEL  0761－57－3505

JA能美　お客様相談センター

辰口支店は支店長、次長をはじめ、信
用窓口4名、共済窓口2名、金融渉外4
名、LA5名、事業推進1名で日々の業
務に取り組んでおります。組合員の皆
様がご来店されて、居心地の良い支
店と感じて頂けるように、精進してま
いりますのでよろしくお願いします。

６次だより
　ＪＡ能美産の特産物を使用し「安全、安心な加工品作り運動」に取り組んでます。

全
国
銃
剣
道
能
美
大
会

に
合
わ
せ
て
販
促
会

　
６
月
９
日（
日
）、
寺
井
町
体
育
館
で

〝
第
62
回
全
国
銃
剣
道
能
美
大
会
〞
が

開
催
さ
れ
ま
し
た
。
全
国
か
ら
猛
者
が

集
ま
り
頂
点
を
目
指
し
た
競
技
が
繰
り

広
げ
ら
れ
ま
し
た
。

　
こ
の
大
会
に
合
わ
せ
て
寺
井
地
区
公

民
館
で
フ
リ
ー
マ
ー
ケ
ッ
ト
が
開
催
さ

れ
、Ｊ
Ａ
能
美
加
工
セ
ン
タ
ー
も
特
産

品
や
女
性
加
工
部
の
惣
菜
な
ど
を
販
売

し
ま
し
た
。

　
今
回
初
の
試
み
と
言
う
こ
と
も
あ
り

お
客
さ
ん
が
集
ま
る
の
か
心
配
で
し
た

が
、
能
美
市
役
所
の
担
当
者
に
よ
る
事

前
告
知
の
お
か
げ
で
た
く
さ
ん
の
来
場

客
が
訪
れ
ま
し
た
。

　
来
年
も
開
催
予
定
と
い
う
こ
と
な
の

で
、
能
美
産
の
食
材
で
作
ら
れ
た
加
工

品
を
Ｐ
Ｒ
し
た
い
と
思
い
ま
す
。

〝
ブ
レ
ン
ド
は
と
む
ぎ
茶

期
間
限
定
特
別
価
格
の

お
知
ら
せ
〞

―
 

町
内
会
の
皆
様
へ ―

◎
割
引
期
間
／
７
月
〜
９
月
末
日

◎
価
格
／
１
箱  

２
，０
４
０
円（
税
込
）

　
お
か
げ
さ
ま
で
発
売
以
来
、Ｊ
Ａ
能

美
の
ブ
レ
ン
ド
は
と
む
ぎ
茶
は
地
域
の

皆
様
に
大
変
好
評
を
得
て
い
ま
す
。

　
そ
こ
で
日
頃
の
ご
愛
顧
に
感
謝
い
た

し
ま
し
て
、
町
内
で
の
各
種
共
同
作
業

や
夏
祭
り
等
イ
ベ
ン
ト
を
対
象
に
期
間

限
定
、
特
別
価
格
で
販
売
さ
せ
て
頂
き

ま
す
。

　
こ
の
機
会
に
是
非
ご
注
文
い
た
だ
き

ま
す
よ
う
よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す
。

連
絡
先
／
０
７
６
１・ 

５
７・２
６
５
５

６
次
産
業
推
進
室
ま
で



魚　座（2.19～3.20）

水瓶座（1.20～2.18）

【全体運】気持ちが揺れ動きやすいよう。大好きな曲を聴くなど、小さな幸せを大切に。鏡の前でほほ笑むのも効果的
【健康運】治癒力を高める暮らしを目指すと好変化【幸運の食べ物】マスカット

【全体運】人の影響を受けやすい傾向。周囲を気にせず、マイペースに取り組んで。自然の中に出掛けると良い気晴らしに
【健康運】体調管理を心掛けて。規則正しい生活を【幸運の食べ物】トマト 射手座（11.23～12.21）

山羊座（12.22～1.19）
【全体運】過去の出来事にとらわれがち。深刻にならず、気楽に考えてみて。心身共にリラックスするには呼吸法がベスト
【健康運】冷房に当たり過ぎず、外の風を味わって【幸運の食べ物】梨

【全体運】アクティブに動けばチャンスをつかめる兆し。未体験ジャンルでも成功確率は大。自分らしさを発揮できるはず
【健康運】大いに体を動かし、夏を満喫できそう【幸運の食べ物】サザエ

お気軽にお電話下さい。

○中 央 支 店
 （0761） 57-0036
○寺 井 支 店
 （0761） 57-1141
○辰 口 支 店
 （0761） 51-3115
○川 北 支 店
 （076） 277-1288

あなたの暮らしのそばに……

（本　　　店）
　・
　・
　・
　・
　・
　・
　・
　・
　・
　・
　・
　・
　・
　・
　・
　・
　・
　・

監査室、経営企画部
審 査 部
金　 融　 部
ローン営業センター
お客様相談センター
共 済 部
営 農 経 済 部
J Aグリーン
6次産業推進室
農 業 機 械 課
自 動 車 課
本 店セルフ給 油 所
辰 口セルフ給 油 所
川 北 給 油 所
LPガスセンター
加工センター
葬祭センター
配送センター

（0761） 57-3505
（0761） 57-3505
（0761） 57-3505
（0761） 57-3505
（0761） 57-3505
（0761） 57-3508
（0761） 
（0761） 57-4831
（0761） 57-2655
（0761） 57-2654
（0761） 57-2653
（0761） 57-4292
（0761） 51-4710
（076） 277-1789
（0761） 51-5525
（0761） 57-1140
（0761） 57-4004
（0761） 52-0531

57-2655
57-2288
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二重マスの文字をA～Eの順に並べてできる言葉は何でしょうか？

お答えが分かった方は、「住所氏名年齢及び
支店名」を明記の上、最寄りの支店を通じて本
店総務管理課迄提出して下さい。
◎〆切り：7月31日（水）
◎抽選で5名の方に景品をお送りします。
　どしどしご応募下さい。

先月の
「クロスワード・パズル」の

答えは『ブルーベリー』でした。
（今回の応募総数は39通でした。）

当選者の発表は景品の発送を持って
代えさせて頂きます。

3
月
21
日
　
第
11
回
定
例
理
事
会

4
月
3
日
　
辞
令
交
付
式・新
採
職
員
入
組
式

　
　
8
日
　
平
成
30
年
度
職
員
採
用
事
業
説
明
会

クロスワード
縮小77.454％

編集後記

理
事
会
だ
よ
り

　
平
成
29
年
5
月
30
日
㈫
開
催
の
第
2
回
定
例
理
事
会
で
次
の
事
項
が
審
議・報

告
さ
れ
、審
議
案
件
は
全
件
可
決
さ
れ
ま
し
た
。

１
、決
算
監
査
報
告

⑴
Ｊ
Ａ
全
国
監
査
機
構
監
査
報
告

⑵
平
成
28
年
度
下
期
監
事
監
査
報
告

２
、審
議
事
項

⑴
総
代
会
召
集
通
知
に
係
る
書
面
議
決

書
及
び
総
代
会
参
考
書
類
に
つい
て

⑵
平
成
28
年
度
決
算
及
び
事
業
報
告
、

剰
余
金
処
分（
案
）に
つい
て

⑶
役
員
選
任
の
件
に
つい
て

⑷
平
成
29
年
度
に
お
け
る
理
事
及
び

監
事
の
報
酬
に
関
す
る
件

⑸
退
任
理
事
及
び
監
事
に
対
す
る
退

職
慰
労
金
支
給
の
件

⑹
個
人
情
報
保
護
に
係
る
方
針
・
規

程
の
改
定
等
に
つい
て

⑺
理
事
と
組
合
と
の
契
約
行
為
に
つ
い

て
３
、報
告
事
項

⑴
大
口
貸
出
金
の
報
告
に
つい
て

⑵
平
成
28
年
度
下
期
内
部
監
査
報
告

に
つい
て

⑶
平
成
29
年
４
月
末
実
績
報
告
に
つい

て
⑷
平
成
29
年
６
月
次
業
務
日
程
に
つ
い

て

理
事
会
だ
よ
り

　
令
和
元
年
6
月
20
日
㈭
開
催
の
第
3
回
定
例
理
事
会
で
次
の
事
項
が
審
議・報

告
さ
れ
、審
議
案
件
は
全
件
可
決
さ
れ
ま
し
た
。

１
、審
議
事
項

⑴
定
款
の一部
変
更
に
つい
て

⑵
任
期
満
了
に
伴
う
総
代
選
挙
の
実

施
つい
て

⑶
固
定
資
産
の
処
分
に
つい
て

⑷
Ｆ
ｉｎ
Ｔｅｃ
ｈ
企
業
等
と
の
連
携
及

び
協
働
に
係
る
方
針
の
制
定
に
つ
い

て
２
、報
告
事
項

⑴
理
事
と
組
合
と
の
契
約
行
為
に
つ
い

て
の
報
告
　
　
　

⑵
コ
ン
プ
ラ
イ
ア
ン
ス
委
員
会
報
告

①
反
社
会
的
勢
力
と
の
取
引
排
除
及
び

組
織
犯
罪
等
防
止
に
係
る
対
応
状
況

に
つい
て

　
三
十
数
年
ぶ
り
と
も
十
数
年
ぶ
り
と
も
言
わ
れ
る
大
雪
も
解
け
、
よ
う
や
く
待
ち

に
待
っ
た
春
が
や
っ
て
き
ま
し
た
。
今
年
ほ
ど
春
が
待
ち
遠
し
か
っ
た
こ
と
は
あ
り
ま
せ
ん
。

　
春
は
、
出
会
い
と
別
れ
の
季
節
で
す
。

　
学
び
舎
を
巣
立
つ
人
、
長
年
勤
め
た
仕
事
を
退
職
す
る
人
、
人
事
異
動
で
新
し
い

職
務
に
就
く
人
、
慣
れ
親
し
ん
だ
仲
間
や
土
地
に
別
れ
を
告
げ
、
新
し
い
人
生
を
歩

み
だ
す
季
節
で
す
。
希
望
に
胸
を
膨
ら
ま
せ
て
い
る
人
も
い
る
で
し
ょ
う
。
し
か
し
、

反
対
に
、
悲
し
み
や
苦
し
み
、
不
安
で
心
が
押
し
潰
れ
そ
う
な
人
も
い
る
で
し
ょ
う
。

人
生
に
は
、
色
々
な
こ
と
が
起
こ
り
ま
す
。
時
に
は
、
立
ち
止
ま
り
前
に
進
め
な
い
時

も
あ
る
で
し
ょ
う
。
そ
ん
な
時
は
、
無
理
に
前
に
進
ま
な
く
て
も
いい
の
だ
と
思
い
ま
す
。

う
ず
く
ま
っ
て
い
て
も
い
い
の
だ
と
思
い
ま
す
。
そ
し
て
、
心
が
少
し
だ
け
で
も
元
気
に

な
っ
た
ら
、
ま
た
、
ち
ょっ
と
だ
け
歩
ん
で
み
ま
し
ょ
う
。
そ
し
た
ら
、
も
し
か
し
た
ら
、

今
ま
で
と
違
っ
た
景
色
が
見
え
て
く
る
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。

　「
自
分
に
は
、
自
分
に
与
え
ら
れ
た
道
が
あ
る
。
広
い
時
も
あ
れ
ば
狭
い
時
も
あ
る
。

登
り
も
あ
れ
ば
下
り
も
あ
る
。
思
案
に
あ
ま
る
時
も
あ
ろ
う
。
し
か
し
、
心
を
定
め
、

希
望
を
も
っ
て
歩
む
な
ら
、
必
ず
道
は
開
け
て
く
る
。
深
い
喜
び
も
そ
こ
か
ら
生
ま
れ

て
く
る
。」と
松
下
幸
之
助
の
著
書
に
も
あ
り
ま
す
。
朝
の
来
な
い
夜
は
あ
り
ま
せ
ん
。

冬
の
あ
と
に
は
、
必
ず
春
が
や
っ
て
来
ま
す
。
希
望
を
持
っ
て
歩
ん
で
い
き
ま
し
ょ
う
。

　
い
よ
い
よ
、今
月
末
に
は
、苗
が
我
が
家
に
や
っ
て
き
ま
す
。大
雪
で
た
く
さ
ん
の
方
々

の
ハ
ウ
ス
が
被
害
を
受
け
ま
し
た
。
そ
れ
で
も
、
ど
う
か
豊
作
の
年
に
な
り
ま
す
よ
う

に
と
希
望
を
持
っ
て
農
作
業
に
取
り
組
ん
で
行
き
ま
す
。

7・8月の主な行事

7月の
主な行事

8
月
20
日
　
第
５
回
　
定
例
理
事
会

　
　
30
日
　
第
２
回
　
ア
ン
パ
ンマ
ン
こ
ど
も
く
ら
ぶ
イ
ベン
ト

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ママ
フ
ィッ
ト
＆
ベ
ビ
ー
ヨ
ガ

9
月
6
日
　
Ｊ
Ａ
能
美
交
通
安
全
大
会

　
　
　
　
　
　
　
　
　（
交
通
安
全
旗
リ
レ
ー
出
発
式)

　
　
26
日
　
Ｊ
Ａ
能
美 

年
金
友
の
会

　
　
　
　
　
　
　
　
グ
ラ
ウ
ン
ド
ゴ
ル
フ
大
会（
27
日
予
備
日
） 

10
月
13・14
日
　
秋
の
収
穫
祭

4
月
22
日
　
財
務
管
理
委
員
会

　
　
24
日
　
定
例
理
事
会

　
　
26
〜
5
月
6
日
　
Ｊ
Ａ
グ
リ
ー
ン
能
美「
Ｇ
Ｗ
フェア
」

　
ソ
ー
シ
ャ
ル
ネ
ッ
ト
ワ
ー
キ
ン
グ
サ
ー
ビ
ス（
Ｓ
Ｎ
Ｓ
）を
使
用
し
て
い
る
人
は
日
本
で

７
，５
０
０
万
人
を
超
え
て
い
ま
す
。元
々
の
利
用
者
は
若
い
人
が
多
い
イ
メ
ー
ジ
だ
っ

た
の
で
す
が
、今
で
は
40
代
か
ら
60
代
以
上
の
年
齢
層
も
利
用
し
て
い
る
の
が
当
た
り

前
に
な
っ
て
い
る
よ
う
に
感
じ
ま
す
。

　
富
山
県
魚
津
市
の
埋
没
林
博
物
館
に
あ
る「
Ｋ
Ｉ
Ｎ
Ｉ
Ｎ
Ａ
Ｌ
」と
い
う
カ
フ
ェ
が
、

今
、注
目
を
浴
び
て
お
り
、そ
の
人
気
の
要
因
と
な
っ
た
の
が
Ｓ
Ｎ
Ｓ
と
い
う
話
を
耳

に
し
ま
し
た
。２
０
１
７
年
流
行
語
年
間
大
賞「
忖
度
」と
並
ん
で
年
間
大
賞
と
な
っ

た「
イ
ン
ス
タ
映
え
」と
い
う
言
葉
を
、皆
さ
ん
聞
い
た
こ
と
が
あ
る
と
思
い
ま
す
が
、ま

さ
に
そ
の
カ
フ
ェ
が
提
供
す
る
ケ
ー
キ
が「
イ
ン
ス
タ
映
え
」を
し
た
の
で
す
。

　
来
店
さ
れ
た
お
客
様
の
一
人
が
Ｓ
Ｎ
Ｓ
に「
こ
う
い
う
店
が
あ
る
か
ら
、寄
り
道
は
や

め
ら
れ
な
い
。」と
い
う
一
文
と
ス
イ
ー
ツ
の
写
真
を
投
稿
す
る
と
、ま
わ
り
か
ら
高
評

価
を
得
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

　
情
報
発
信
ツ
ー
ル
と
し
て
は
当
た
り
前
と
な
っ
た
Ｓ
Ｎ
Ｓ
。Ｊ
Ａ
能
美
を
地
域
の
皆

さ
ん
に
知
っ
て
欲
し
い
と
い
う
思
い
を
持
ち
な
が
ら
、広
報
誌
と
Ｈ
Ｐ
が
主
で
情
報
発

信
に
取
り
組
ん
で
い
ま
す
が
、Ｊ
Ａ
能
美
を
も
っ
と
身
近
に
感
じ
て
も
ら
う
た
め
に
は
、

Ｓ
Ｎ
Ｓ
が
一
番
効
果
的
な
の
か
な
と
痛
感
し
ま
し
た
。

１
、審
議
事
項

⑴
平
成
30
年
度
下
期
監
事
監
査
に
対
す

る
回
答
に
つい
て

⑵
令
和
元
年
度
施
設
整
備
計
画
に
基
づ

く
固
定
資
産
の
取
得
に
つい
て

⑶
平
成
30
年
度
に
お
け
る
理
事
の
報
酬

に
つい
て

⑷
行
政
庁
への
業
務
報
告
書
の
提
出
に
つ

い
て

２
、報
告
事
項

⑴
平
成
30
年
度
に
お
け
る
監
事
の
報

酬
に
つい
て

⑵
平
成
30
年
度
全
般
統
制
評
価
の
実

施
結
果
に
つい
て

⑶
令
和
元
年
産
民
間
流
通
麦
の
生
産

者
概
算
金
の
設
定
に
つい
て

⑷
令
和
元
年
５
月
末
実
績
報
告
に
つい

て
⑸
令
和
元
年
７
月
次
業
務
日
程
に
つ
い

て
⑹
役
員
互
助
等
に
係
る
役
員
積
立
金

に
つい
て

7
月
19
日
　
第
4
回
　
定
例
理
事
会

　
　
27・28
日
　
ロ
ー
ン
相
談
会

★タテのカギ
②夏休みの最終日に慌てて片付ける子もいます
⑤酒のお供です
⑦建具の滑りを良くするために敷居に塗ることも
⑧脂̶、糖̶、タンパク̶
⑨野球のピッチャーが登る所
⑪その人が住んでいる所。彼は̶の名士だ
⑫ロケットが飛び立つ先
⑭鶴と並んでめでたい生き物
⑮芝居の最後に下ろす物
⑯上野動物園生まれのシャンシャンは何の動物？
⑰イチゴ味やメロン味のシロップを掛けて食べま
す。パッピンスやハロハロもこの一種

★ヨコのカギ
①令和元年は8月8日。暦の上ではもう
秋です
②日焼けした後にできることも
③彼女の料理の腕前は̶はだしだ
④アップの反対語です
⑥竹や梅と並んでめでたい植物
⑨こすれてすり減ること
⑩五輪で3位の選手の首に掛けられま
す
⑪辞書で四字̶の意味を調べた
⑬おこわを竹の皮でくるんだ中華̶
⑭握りずしを数えるときに使う言葉
⑯フランスの首都。花の都といわれま
す

お問い合わせは
お気軽に…

中央支店 ☎57-0036
寺井支店 ☎57-1141

辰口支店 ☎51-3115
川北支店 ☎277-1288

ローン営業センター
☎57-3505

ローンの
ご相談はＪＡへ
ローンの
ご相談はＪＡへ ＪＡローン相談会ＪＡローン相談会

地 域 の 皆 様 の 暮 ら し を サ ポ ー ト ！

住宅・マイカー・教育・フリーローンのことなら何でもご相談下さい。

9：00～16：007月27日、28日土 日中央・寺井・辰口・川北支店
ローン営業センター

令和
元年

お問合せは、JA能美 本店・各支店まで



魚　座（2.19～3.20）

水瓶座（1.20～2.18）

【全体運】気持ちが揺れ動きやすいよう。大好きな曲を聴くなど、小さな幸せを大切に。鏡の前でほほ笑むのも効果的
【健康運】治癒力を高める暮らしを目指すと好変化【幸運の食べ物】マスカット

【全体運】人の影響を受けやすい傾向。周囲を気にせず、マイペースに取り組んで。自然の中に出掛けると良い気晴らしに
【健康運】体調管理を心掛けて。規則正しい生活を【幸運の食べ物】トマト 射手座（11.23～12.21）

山羊座（12.22～1.19）
【全体運】過去の出来事にとらわれがち。深刻にならず、気楽に考えてみて。心身共にリラックスするには呼吸法がベスト
【健康運】冷房に当たり過ぎず、外の風を味わって【幸運の食べ物】梨

【全体運】アクティブに動けばチャンスをつかめる兆し。未体験ジャンルでも成功確率は大。自分らしさを発揮できるはず
【健康運】大いに体を動かし、夏を満喫できそう【幸運の食べ物】サザエ

お気軽にお電話下さい。

○中 央 支 店
 （0761） 57-0036
○寺 井 支 店
 （0761） 57-1141
○辰 口 支 店
 （0761） 51-3115
○川 北 支 店
 （076） 277-1288

あなたの暮らしのそばに……

（本　　　店）
　・
　・
　・
　・
　・
　・
　・
　・
　・
　・
　・
　・
　・
　・
　・
　・
　・
　・

監査室、経営企画部
審 査 部
金　 融　 部
ローン営業センター
お客様相談センター
共 済 部
営 農 経 済 部
J Aグリーン
6次産業推進室
農 業 機 械 課
自 動 車 課
本 店セルフ給 油 所
辰 口セルフ給 油 所
川 北 給 油 所
LPガスセンター
加工センター
葬祭センター
配送センター

（0761） 57-3505
（0761） 57-3505
（0761） 57-3505
（0761） 57-3505
（0761） 57-3505
（0761） 57-3508
（0761） 
（0761） 57-4831
（0761） 57-2655
（0761） 57-2654
（0761） 57-2653
（0761） 57-4292
（0761） 51-4710
（076） 277-1789
（0761） 51-5525
（0761） 57-1140
（0761） 57-4004
（0761） 52-0531

57-2655
57-2288
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二重マスの文字をA～Eの順に並べてできる言葉は何でしょうか？

お答えが分かった方は、「住所氏名年齢及び
支店名」を明記の上、最寄りの支店を通じて本
店総務管理課迄提出して下さい。
◎〆切り：7月31日（水）
◎抽選で5名の方に景品をお送りします。
　どしどしご応募下さい。

先月の
「クロスワード・パズル」の

答えは『ブルーベリー』でした。
（今回の応募総数は39通でした。）

当選者の発表は景品の発送を持って
代えさせて頂きます。

3
月
21
日
　
第
11
回
定
例
理
事
会

4
月
3
日
　
辞
令
交
付
式・新
採
職
員
入
組
式

　
　
8
日
　
平
成
30
年
度
職
員
採
用
事
業
説
明
会

クロスワード
縮小77.454％

編集後記

理
事
会
だ
よ
り

　
平
成
29
年
5
月
30
日
㈫
開
催
の
第
2
回
定
例
理
事
会
で
次
の
事
項
が
審
議・報

告
さ
れ
、審
議
案
件
は
全
件
可
決
さ
れ
ま
し
た
。

１
、決
算
監
査
報
告

⑴
Ｊ
Ａ
全
国
監
査
機
構
監
査
報
告

⑵
平
成
28
年
度
下
期
監
事
監
査
報
告

２
、審
議
事
項

⑴
総
代
会
召
集
通
知
に
係
る
書
面
議
決

書
及
び
総
代
会
参
考
書
類
に
つい
て

⑵
平
成
28
年
度
決
算
及
び
事
業
報
告
、

剰
余
金
処
分（
案
）に
つい
て

⑶
役
員
選
任
の
件
に
つい
て

⑷
平
成
29
年
度
に
お
け
る
理
事
及
び

監
事
の
報
酬
に
関
す
る
件

⑸
退
任
理
事
及
び
監
事
に
対
す
る
退

職
慰
労
金
支
給
の
件

⑹
個
人
情
報
保
護
に
係
る
方
針
・
規

程
の
改
定
等
に
つい
て

⑺
理
事
と
組
合
と
の
契
約
行
為
に
つ
い

て
３
、報
告
事
項

⑴
大
口
貸
出
金
の
報
告
に
つい
て

⑵
平
成
28
年
度
下
期
内
部
監
査
報
告

に
つい
て

⑶
平
成
29
年
４
月
末
実
績
報
告
に
つい

て
⑷
平
成
29
年
６
月
次
業
務
日
程
に
つ
い

て

理
事
会
だ
よ
り

　
令
和
元
年
6
月
20
日
㈭
開
催
の
第
3
回
定
例
理
事
会
で
次
の
事
項
が
審
議・報

告
さ
れ
、審
議
案
件
は
全
件
可
決
さ
れ
ま
し
た
。

１
、審
議
事
項

⑴
定
款
の一部
変
更
に
つい
て

⑵
任
期
満
了
に
伴
う
総
代
選
挙
の
実

施
つい
て

⑶
固
定
資
産
の
処
分
に
つい
て

⑷
Ｆ
ｉｎ
Ｔｅｃ
ｈ
企
業
等
と
の
連
携
及

び
協
働
に
係
る
方
針
の
制
定
に
つ
い

て
２
、報
告
事
項

⑴
理
事
と
組
合
と
の
契
約
行
為
に
つ
い

て
の
報
告
　
　
　

⑵
コ
ン
プ
ラ
イ
ア
ン
ス
委
員
会
報
告

①
反
社
会
的
勢
力
と
の
取
引
排
除
及
び

組
織
犯
罪
等
防
止
に
係
る
対
応
状
況

に
つい
て

　
三
十
数
年
ぶ
り
と
も
十
数
年
ぶ
り
と
も
言
わ
れ
る
大
雪
も
解
け
、
よ
う
や
く
待
ち

に
待
っ
た
春
が
や
っ
て
き
ま
し
た
。
今
年
ほ
ど
春
が
待
ち
遠
し
か
っ
た
こ
と
は
あ
り
ま
せ
ん
。

　
春
は
、
出
会
い
と
別
れ
の
季
節
で
す
。

　
学
び
舎
を
巣
立
つ
人
、
長
年
勤
め
た
仕
事
を
退
職
す
る
人
、
人
事
異
動
で
新
し
い

職
務
に
就
く
人
、
慣
れ
親
し
ん
だ
仲
間
や
土
地
に
別
れ
を
告
げ
、
新
し
い
人
生
を
歩

み
だ
す
季
節
で
す
。
希
望
に
胸
を
膨
ら
ま
せ
て
い
る
人
も
い
る
で
し
ょ
う
。
し
か
し
、

反
対
に
、
悲
し
み
や
苦
し
み
、
不
安
で
心
が
押
し
潰
れ
そ
う
な
人
も
い
る
で
し
ょ
う
。

人
生
に
は
、
色
々
な
こ
と
が
起
こ
り
ま
す
。
時
に
は
、
立
ち
止
ま
り
前
に
進
め
な
い
時

も
あ
る
で
し
ょ
う
。
そ
ん
な
時
は
、
無
理
に
前
に
進
ま
な
く
て
も
いい
の
だ
と
思
い
ま
す
。

う
ず
く
ま
っ
て
い
て
も
い
い
の
だ
と
思
い
ま
す
。
そ
し
て
、
心
が
少
し
だ
け
で
も
元
気
に

な
っ
た
ら
、
ま
た
、
ち
ょっ
と
だ
け
歩
ん
で
み
ま
し
ょ
う
。
そ
し
た
ら
、
も
し
か
し
た
ら
、

今
ま
で
と
違
っ
た
景
色
が
見
え
て
く
る
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。

　「
自
分
に
は
、
自
分
に
与
え
ら
れ
た
道
が
あ
る
。
広
い
時
も
あ
れ
ば
狭
い
時
も
あ
る
。

登
り
も
あ
れ
ば
下
り
も
あ
る
。
思
案
に
あ
ま
る
時
も
あ
ろ
う
。
し
か
し
、
心
を
定
め
、

希
望
を
も
っ
て
歩
む
な
ら
、
必
ず
道
は
開
け
て
く
る
。
深
い
喜
び
も
そ
こ
か
ら
生
ま
れ

て
く
る
。」と
松
下
幸
之
助
の
著
書
に
も
あ
り
ま
す
。
朝
の
来
な
い
夜
は
あ
り
ま
せ
ん
。

冬
の
あ
と
に
は
、
必
ず
春
が
や
っ
て
来
ま
す
。
希
望
を
持
っ
て
歩
ん
で
い
き
ま
し
ょ
う
。

　
い
よ
い
よ
、今
月
末
に
は
、苗
が
我
が
家
に
や
っ
て
き
ま
す
。大
雪
で
た
く
さ
ん
の
方
々

の
ハ
ウ
ス
が
被
害
を
受
け
ま
し
た
。
そ
れ
で
も
、
ど
う
か
豊
作
の
年
に
な
り
ま
す
よ
う

に
と
希
望
を
持
っ
て
農
作
業
に
取
り
組
ん
で
行
き
ま
す
。

7・8月の主な行事

7月の
主な行事

8
月
20
日
　
第
５
回
　
定
例
理
事
会

　
　
30
日
　
第
２
回
　
ア
ン
パ
ンマ
ン
こ
ど
も
く
ら
ぶ
イ
ベン
ト

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ママ
フ
ィッ
ト
＆
ベ
ビ
ー
ヨ
ガ

9
月
6
日
　
Ｊ
Ａ
能
美
交
通
安
全
大
会

　
　
　
　
　
　
　
　
　（
交
通
安
全
旗
リ
レ
ー
出
発
式)

　
　
26
日
　
Ｊ
Ａ
能
美 

年
金
友
の
会

　
　
　
　
　
　
　
　
グ
ラ
ウ
ン
ド
ゴ
ル
フ
大
会（
27
日
予
備
日
） 

10
月
13・14
日
　
秋
の
収
穫
祭

4
月
22
日
　
財
務
管
理
委
員
会

　
　
24
日
　
定
例
理
事
会

　
　
26
〜
5
月
6
日
　
Ｊ
Ａ
グ
リ
ー
ン
能
美「
Ｇ
Ｗ
フェア
」

　
ソ
ー
シ
ャ
ル
ネ
ッ
ト
ワ
ー
キ
ン
グ
サ
ー
ビ
ス（
Ｓ
Ｎ
Ｓ
）を
使
用
し
て
い
る
人
は
日
本
で

７
，５
０
０
万
人
を
超
え
て
い
ま
す
。元
々
の
利
用
者
は
若
い
人
が
多
い
イ
メ
ー
ジ
だ
っ

た
の
で
す
が
、今
で
は
40
代
か
ら
60
代
以
上
の
年
齢
層
も
利
用
し
て
い
る
の
が
当
た
り

前
に
な
っ
て
い
る
よ
う
に
感
じ
ま
す
。

　
富
山
県
魚
津
市
の
埋
没
林
博
物
館
に
あ
る「
Ｋ
Ｉ
Ｎ
Ｉ
Ｎ
Ａ
Ｌ
」と
い
う
カ
フ
ェ
が
、

今
、注
目
を
浴
び
て
お
り
、そ
の
人
気
の
要
因
と
な
っ
た
の
が
Ｓ
Ｎ
Ｓ
と
い
う
話
を
耳

に
し
ま
し
た
。２
０
１
７
年
流
行
語
年
間
大
賞「
忖
度
」と
並
ん
で
年
間
大
賞
と
な
っ

た「
イ
ン
ス
タ
映
え
」と
い
う
言
葉
を
、皆
さ
ん
聞
い
た
こ
と
が
あ
る
と
思
い
ま
す
が
、ま

さ
に
そ
の
カ
フ
ェ
が
提
供
す
る
ケ
ー
キ
が「
イ
ン
ス
タ
映
え
」を
し
た
の
で
す
。

　
来
店
さ
れ
た
お
客
様
の
一
人
が
Ｓ
Ｎ
Ｓ
に「
こ
う
い
う
店
が
あ
る
か
ら
、寄
り
道
は
や

め
ら
れ
な
い
。」と
い
う
一
文
と
ス
イ
ー
ツ
の
写
真
を
投
稿
す
る
と
、ま
わ
り
か
ら
高
評

価
を
得
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

　
情
報
発
信
ツ
ー
ル
と
し
て
は
当
た
り
前
と
な
っ
た
Ｓ
Ｎ
Ｓ
。Ｊ
Ａ
能
美
を
地
域
の
皆

さ
ん
に
知
っ
て
欲
し
い
と
い
う
思
い
を
持
ち
な
が
ら
、広
報
誌
と
Ｈ
Ｐ
が
主
で
情
報
発

信
に
取
り
組
ん
で
い
ま
す
が
、Ｊ
Ａ
能
美
を
も
っ
と
身
近
に
感
じ
て
も
ら
う
た
め
に
は
、

Ｓ
Ｎ
Ｓ
が
一
番
効
果
的
な
の
か
な
と
痛
感
し
ま
し
た
。

１
、審
議
事
項

⑴
平
成
30
年
度
下
期
監
事
監
査
に
対
す

る
回
答
に
つい
て

⑵
令
和
元
年
度
施
設
整
備
計
画
に
基
づ

く
固
定
資
産
の
取
得
に
つい
て

⑶
平
成
30
年
度
に
お
け
る
理
事
の
報
酬

に
つい
て

⑷
行
政
庁
への
業
務
報
告
書
の
提
出
に
つ

い
て

２
、報
告
事
項

⑴
平
成
30
年
度
に
お
け
る
監
事
の
報

酬
に
つい
て

⑵
平
成
30
年
度
全
般
統
制
評
価
の
実

施
結
果
に
つい
て

⑶
令
和
元
年
産
民
間
流
通
麦
の
生
産

者
概
算
金
の
設
定
に
つい
て

⑷
令
和
元
年
５
月
末
実
績
報
告
に
つい

て
⑸
令
和
元
年
７
月
次
業
務
日
程
に
つ
い

て
⑹
役
員
互
助
等
に
係
る
役
員
積
立
金

に
つい
て

7
月
19
日
　
第
4
回
　
定
例
理
事
会

　
　
27・28
日
　
ロ
ー
ン
相
談
会

★タテのカギ
②夏休みの最終日に慌てて片付ける子もいます
⑤酒のお供です
⑦建具の滑りを良くするために敷居に塗ることも
⑧脂̶、糖̶、タンパク̶
⑨野球のピッチャーが登る所
⑪その人が住んでいる所。彼は̶の名士だ
⑫ロケットが飛び立つ先
⑭鶴と並んでめでたい生き物
⑮芝居の最後に下ろす物
⑯上野動物園生まれのシャンシャンは何の動物？
⑰イチゴ味やメロン味のシロップを掛けて食べま
す。パッピンスやハロハロもこの一種

★ヨコのカギ
①令和元年は8月8日。暦の上ではもう
秋です
②日焼けした後にできることも
③彼女の料理の腕前は̶はだしだ
④アップの反対語です
⑥竹や梅と並んでめでたい植物
⑨こすれてすり減ること
⑩五輪で3位の選手の首に掛けられま
す
⑪辞書で四字̶の意味を調べた
⑬おこわを竹の皮でくるんだ中華̶
⑭握りずしを数えるときに使う言葉
⑯フランスの首都。花の都といわれま
す

お問い合わせは
お気軽に…

中央支店 ☎57-0036
寺井支店 ☎57-1141

辰口支店 ☎51-3115
川北支店 ☎277-1288

ローン営業センター
☎57-3505

ローンの
ご相談はＪＡへ
ローンの
ご相談はＪＡへ ＪＡローン相談会ＪＡローン相談会

地 域 の 皆 様 の 暮 ら し を サ ポ ー ト ！

住宅・マイカー・教育・フリーローンのことなら何でもご相談下さい。

9：00～16：007月27日、28日土 日中央・寺井・辰口・川北支店
ローン営業センター

令和
元年

お問合せは、JA能美 本店・各支店まで



川北支店 展示会ふれあい

　川北支店では6月29日（土）・6月30日（日）の2日間、組合
員や地域の皆様への日頃の感謝を込めて、ふれあい展示会
を開催しました。
　天候は雨模様でしたが、多くのお客様にご来場頂き、成
功裡に終わることができました。
　イベント内容は、新車・中古車販売、ジュース・串焼きの販
売、野菜・ガス・農機の販売、アンパンマンと記念撮影コーナ
ー、墓石の展示、地元保育園による絵画の掲示など行いま
した。その他には青壮年部川北支部によるかき氷の振る舞
い、女性部による麦とろ麺の振る舞い、クラフト販売、女性
部加工部会による押し寿司及びシフォンケーキの販売をし
て頂き、ふれあい展示会を大いに盛り上げて頂きました。

〜ご来場頂き、
　　　ありがとうございました〜

　6月25日（火）午前10時よりJA能美本店で令和元年度
JA能美アンパンマンこどもくらぶ第1回のイベントとなる
「ベビーマッサージ教室」を開催し、10組の親子に参加頂
きました。
　講師と一緒に歌を歌いながら赤ちゃんの体をマッサー
ジし、ママと赤ちゃんの心をほぐしていきました。
　暑い日でしたが、赤ちゃんのために室内温度を高めに設
定していたため、ママたちは少し汗をかきながらのマッサ
ージとなりました。ママと赤ちゃんにとって、楽しく触れ合
えた教室となりました。

アンパンマン こどもくらぶアンパンマン こどもくらぶ第1回 開催

土
井
　重
夫

令
和
元
年
7
月
10
日


